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『仮名手本忠臣蔵』七段目の翻訳をめぐって

ドナルド ・キーンの英訳とルネ ・シフェールの仏訳

山　本邦　彦

１． はじめに

　近年，日本の小説は，夏目漱石や森鴎外はもとより ，中上健次や吉本ばななに至るまで，すさ

まじい勢いで外国語に翻訳されている 。そういう状況の中にあって，早くから日本の古典文学に

絞ってその紹介と翻訳をし続けている人がいる 。アメリカのドナルド ・キーンと ，フランスのル

ネ・ シフェールである 。ふたりは揃 って１９８３年（昭和５８年）に，国際交流基金賞を受賞しており ，

当時の肩書は，キーンがコロンヒア大学教授，シフェールがフランス国立東洋…１語文化研究所所

長であった 。

　キーンは三島由紀夫や安部公房と直接つきあいがあった関係もあって，『金閣寺』や『宴のあ

と』『安部公房戯曲集』など現代作家の翻訳も手がけてはいるものの，どちらかと言えば『徒然

草』『謡曲二十選』『近松四大戯曲集』『仮名手本忠臣蔵』『奥の細道』など古典の翻訳に業績が多

い。

　一方，シフェールの場合は，谷崎潤一郎の『陰緊礼賛』を唯一の例外として，あとはことごと

く古典文学の翻訳であり ，その仕事の膨大さには目を見張るものがある 。彼がフランス語に翻訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さいぱ　ら
した作品名を ，筆者の知る範囲内で掲げておく 。『万葉集』『催馬楽』『源氏物語』『紫式部日記』

『更級日記』『和泉式部日記』『保元物語』『平治物語』『大和物語』『平仲物語』『平家物語』『能狂

言集』『風姿花伝』『芭蕉旅日記集』『芭蕉俳譜俳論集』『近松戯曲集』『義士もの名作集』『雨月物

語』

　上記のとおり ，ふたりが共通に翻訳を手がけている作品も少なくない。本論ではその中から

『仮名手本忠臣蔵』を選び，七段目ｒ一力茶屋の場」を例にとって，その英訳と仏訳が浄瑠璃と

いう特殊な日本語の文体をいかに処理したか，またどういう問題が残ったかを検証し，さらにそ

こから日本語 ・英語 ・フランス語それぞれのもつ特徴を浮かび上がらせてみたい 。

２． テクスト

まず，使用するテクストについて，簡単に説明しておく 。

キーンの英訳本はつぎのとおりである 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６４）
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　キーンのテクストは，表題の下にわざわざ人形劇と断っているとおり ，欧米人が期待するよう

な戯曲のスタイルをとっている 。それぞれの台詞の前には必ず発話人物の名が記され，語りの部

分の頭にも ，発話人物名としてｒナレーター」という名が付けられている 。また，あまり多くは

ないが，読者の便を図 ってところどころにト書きも付け加えられている 。たとえば，由良之助が

登場する場面はこうなる 。括弧内が原作にないト書きである 。
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シフェールの仏訳本はつぎのとおりである 。
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　シフェールのテクストは，『４７浪人の神話』なる総タイトルのもとに，いわゆるｒ義士もの」

名作集として，近松門左衛門の『兼好法師物見車』『碁盤太平記』 ，鶴屋南北の『四谷怪談』と組

にして，　冊に収められている 。こちらは，キーンができるだけ戯曲の形に近づけようと努力し

たのとは反対に，可能な限り原作にある語り物の雰囲気を残そうとしている 。台詞の頭には発話

人物の名前を示さず，ダ ッシュ 記号（一）だけにとどめ，台詞の途中に地の文をはめ込んだりも

する 。視覚的には，フロベールの小説のぺ一シでも開いたような感じがする 。一例として，伴内

が九太夫を駕籠に乗せる場面を示しておこう 。
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　それでは，彼らが翻訳の底本として用いた日本語の版は何だろうか。これについてシフェール

は， 巻頭の序文において，樋口慶千代『傑作浄瑠璃集』下巻（評釈江戸文芸叢書，講談社，昭和１０

　　　おとぱひろむ
年）と乙葉弘校注『浄瑠璃集』上（日本古典文学大系，第５１巻，岩波書店，昭和３５年）を使 ったとは

っきり述べている 。キーンの方は底本を明示していないが，巻末の参考文献から判断すると ，河

竹繁俊 ・藤野義雄『仮名手本忠臣蔵評解』（碩学書房，１９５３）か上記の乙葉弘校注『浄瑠璃集』上

のいずれか，あるいはその両方であろうと考えられる 。本論で用いる原典は，キーンとシフェー

ルの両者が参照したであろうことを考慮して，多少読みづらくはあるが，乙葉弘校注『浄瑠璃

集』（岩波書店）を使うことにする 。ここで用いられる句点「。」は息の切れ目であって，文章の

終わりを示しているわけではない 。

　なお，本論での引用には，煩雑を避けるため，キーンの英訳本を（英訳），シフェールの仏訳

本を（仏訳），乙葉弘校注本を（原典）と略記することにする 。また引用の末尾にはそれぞれのぺ

一ジを示す。引用文中の下線は，注意を喚起するために筆者が施したものである 。

３． 音曲の扱い

　『仮名手本忠臣蔵』七段目の幕開きは，祇園一力茶屋の門口，遊里の華やかな歌に合わせて ，

　　　　　　　おの
伴内を同道した斧九太夫の入り込みで始まる 。

　（原典１）

　　　　　　ぎおん　　　　　そろ　　　　　　　　　　　みだ　じやうど　ぬ　　ぬり
　花に遊ば ・祇園あたりの色揃へ 東方南方北方西方。弥陀の浄土か塗りに塗立ちぴっ

　　　　　　　　　か“や　　　　　　　げいこ　　　　　　　　すい　　　　　　うつつ
かりぴかぴか。光り輝くはくや芸子にいかな粋めも 。現ぬかして。くどんどろつくどろ
　　　　　　　　　　　　た　　たのま　　　　ていしゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いそが

つくやワイワイノワイトサ誰ぞ頼ふ。亭主は居ぬか。亭主亭主。是は忙しいは。どいつ
　　　　　　　　　　　　おの　　　　　　　　　　あんない
様じゃ 。どなた様じゃ 。ヱ斧九太様。御案内とはけうといけうとい。　　（ｐ．３３７）

　（英訳１）

ＮＡＲＲＡＴＯＲ　Ｉｆ　ｙｏｕ　ｗｏｕ１ｄ　ｄａ１１ｙ　ａｍｏｎｇ且ｏｗｅｒｓ　ｙｏｕ　ｗ１ｌ１丘ｎｄ　ｍ　Ｇ１ｏｎ　ａ　ｆｕ１１ｒａｎｇｅ　ｏｆ

　ｃｏ１ｏｒｓ　Ｅａｓｔ，ｓｏｕｔｈ，ｎｏｒｔｈ，ａｎｄ　ｗｅｓｔ ａｓ　ｂｒ１ｇｈｔ　ａｓ１ｆ　Ａｍ１ｄａ’ｓ　Ｐｕｒｅ

　Ｌａｎｄ　ｈａｓ　ｂｅｅｎ　ｇ１１ｄｅｄ
　ａｎｅｗ，Ｇ１ｏｎ 挫ｗ１ｔｈ　ｃｏｕ廿ｅｓａｎｓ　ａｎｄ

．ｇｅ１ｓ
ｈａｓ，ｓｏ１ｏｖｅ１ｙ　ａｓ

　ｔｏ　ｓｔｅａ１ａｗａｙ　ｔｈｅ　ｓｅｎｓｅｓ　ｏｆ　ｅｖｅｎ　ｔｈｅ　ｍｏｓｔ　ｊａｄｅｄ　ｍａｎ，ａｎｄ１ｅａｖｅ　ｈｍ　ａ　ｒａｖｍｇ　ｆｏｏ１

ＫＵＤＡＹＵ ：Ｉｓ　ａｎｙｂｏｄｙ　ｈｅｒｅ？Ｗｈｅｒｅ
’ｓ　ｔｈｅ　ｍａｓｔｅｒＰ　Ｍａｓｔｅｒ！

ＭＡＳＴＥＲ　Ｒｕｓ
ｈ，

ｒｕｓ
ｈ，

ｒｕｓｈ，Ｗｈｏ’ｓ　ｔｈｅｒｅ？Ｗｈｏｍ　ｈａｖｅ　Ｉ　ｔｈｅ　ｐ１ｅａｓｕｒｅ　ｏｆ　ｓｅｒｖｍｇ？

Ｗｈｙ，１ｔ’ｓ　Ｍａｓｔｅｒ　Ｏｎｏ　Ｋｕｄａｙ引　Ｈｏｗ　ｆｏｍａ１ｏｆ　ｙｏｕ　ｔｏ　ａｓｋ　ｔｏ　ｂｅ　ｓｈｏｗｎ　ｍ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ．１０４）

　（仏訳１）
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　この幕開きの歌の文句を注意して聞いている観客はまずあるまい。祇園町の華やかな，そして

どことなくくつろいだ気分を醸しだしてくれるただの前奏曲，その程度の理解であろう 。日本の

観客にとってすでにそうならば，外国人にとっては，筋の展開になんら影響のないこの部分をカ

ットしてしまっても ，あながち責められることではないようにも思われるが，キーンもシフェー

ルも律儀に翻訳している 。そうなると ，とりあえずは，論理的な文章に組み立てねばならない 。

キーンの英訳は，その点で明快を心がけた好例であろう 。擬態語「ぴっかりぴかぴか」をｗｉｔｈ

ａ　ｇ１１ｔｔｅ。 とｓｐａ．ｋ１ｅｓ で表すところなと ，定石とおりの模範解答ではなかろうか 。

　それに比べて，シフェールの仏訳はかなりわかりにくい 。ｄｕ　ｐａｒａｄ１ｓ　ｄ’Ａｍｌｄａ はｂｏｕｄｄｈａｓ

ｒｅ
ｄｏｒｅｓ にかか っており ，ｅｃ１ａｔａｎｔｅｓ，ｒｕ１ｓｓｅ１ａｎｔｅｓ，ｒｅｓｐ１ｅｎｄ１ｓｓａｎｔｅｓ は下のｃｏｕｒｔ１ｓａｎｅｓ　ｅｔｄａｎ

－

ＳｅｕＳｅＳ にかか っていて，その両者が同格でイメージを重ねる 。シフェールは明快さを多少犠牲

にしてでも ，全体を韻文風に仕組むことによって，古謡の雰囲気を出そうと心がけたのであろう 。

効果のほどはともかく ，「西方」から「浄土」へのつながりを意識していることや，「ぴっかりぴ

かぴか」という擬態語のもつ音感への気の配りよう ，さらには歌の難し言葉も省略せずに留め置

く律儀さ ，ここには原典尊重を旨とする研究者の顔がある 。

４． 敬語の扱い

　一味連判に加えてもらおうと馳せ参じた足軽平右衛門は，苛立つ三人侍を押しとどめ，由良之

助の前に進み出る 。

（５６７）
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　　（原典２）

　　　　　　　ゑい　　　　たが　　　　　　しやうね　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑい　　さま　　　　　　　　　　　　　　　　　　れうじ

ヤア酒の酔本性違はず。性根が付ずば三人が。酒の酔を醒さしませうかな。アレ柳ホな
　　　　　　　　　　　　　は“かり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まうしあげ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しばら　　　　ひか

されまするな。偉ながら平右工門めが。一言申上たい義がござります。暫くお加へ下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　きげん　　てい　　はい

されませう 。由良助様。寺岡平右工門めでこさります。御機嫌の躰を拝しまして。いか
ばかり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まへ　　　ほつ二く　　　　ひきやく　　い

計大悦に存奉ります。フウ寺岡平右とは。ヱ ・何でゑすか。前かど北国へお飛脚に行か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さやう　　

、、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 な

れた。足の軽い足軽殿か。左様でこさります。殿様の御切腹を北国にて承はりまして。南
む　　　　　　ちう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あげ　　　　　　　　　　　ちりぢり

無三宝と宙を飛で帰りまする道にて。お家も召上られ。一家中散々と 。承はった時の無念

さ。 　　　（ｐ．３３９－３４０）

　　（英訳２）
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　　ｙｏｕ’ｒｅ　ｎｏｔ　ｍ　ｙｏｕｒ　ｒ１ｇｈｔ　ｍｍｄ　ｔｈｅ　ｔｈｒｅｅ　ｏｆ　ｕｓ　ｗ１Ｉ１ｓｏｂｅｒ　ｙｏｕ　ｕｐ

ＨＥＩＥＭＯＮ　Ｄｏｎ
’ｔ　ｄｏ　ａｎｙｔｈｍｇ　ｒａｓｈ，

Ｉ’ｄ１１ｋｅ　ａ　ｗｏｒｄ　ｗ１ｔｈ　ｈｍ　　Ｐｌｅａｓｅ　ｈｏ１ｄ　ｏｆｆ　ｆｏｒ　ａ　ｗｈ１１ｅ　ｂｅｆｏｒｅ　ｙｏｕ　ｓｔａｒｔ　ａｎｙｔｈｍｇ

Ｍａｓｔｅｒ　Ｙｕｒａｎｏｓｕｋｅ－Ｉ　ａｍ　Ｔｅｒａｏｋａ　Ｈｅｌｅｍｏｎ　Ｉ　ａｍ　ｖｅｒ　１ａｄ　ｔｏ　ｓｅｅ　ｏｕ’ｒｅ　ｍ　ｓｕｃｈ

ＹＵＲＡＮＯＳＵＫＥ　Ｔｅｒａｏｋａ　Ｈｅ１ｅｍｏｎ？Ｗｈｏ　ｍ１ｇｈりｏ〃ｂｅ？

地ｔｈ
ａｔ　ｎｅｅｔ

－

　　ｆｏｏｔｅｄ　ｆｏｏｔ　ｓｏ１ｄ１ｅｒ　ｗｈｏ　ｗａｓ　ｓｅｎｔ　ａｓ　ａ　ｃｏｕｒ１ｅｒ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｎｏｒｔｈ？

ＨＥＩＥＭＯＮ　Ｔｈｅ　ｓａｍｅ　ｓ１ｒ　Ｉｔ　ｗａｓ　ｗｈ１１ｅ　Ｉ　ｗａｓ　ｍ　ｔｈｅ　ｎｏ廿ｈ　ｔｈａｔ　Ｉ１ｅａｍｅｄ　ｏｕｒ　ｍａｓｔｅｒ

　　ｈａｄ　ｃｏｍｍ１ｔｔｅｄ３砂〃肋，ａｎｄ　Ｉ　ｗａｓ　ｄｕｍｆｏｍｄｅｄ　Ｉ　ｓｔａれｅｄ
．ｏ丑ｆｏｒ　ｈｏｍｅ，ｒｕｍｍｇ　ｓ０

　　ｆａｓｔ　Ｉ　ａｌｌ　ｂｕｔ　Ｈｅｗ　ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ａ１ｒ　Ｏｎ　ｔｈｅ　ｗａｙ　Ｉ　ｗａｓ　ｔｏ１ｄ　ｔｈａｔ　ｈ１ｓ１ｏｒｄｓｈ１ｐ ’ｓ

　　ｍａｎｓ１ｏｎ　ｈａｄ　ｂｅｅｎ　ｃｏｎ丘ｓｃａｔｅｄ　ａｎｄ　ｈｌｓ　ｒｅｔａｍｅｒｓ　ｄ１ｓｐｅｒｓｅｄ　Ｙｏｕ　ｃａｎ　ｍａｇｍｅ　ｗｈａｔ　ａ

　　ｓｈｏｃｋ　ｔｈａｔ　ｗａｓ．　　　（ｐ．１０７ －１０８）

　　（仏訳２）

　　一Ｌ’１ｖｒｅｓｓｅ　ｎｅ　ｃｈａｎｇｅ　ｐａｓ１ａ　ｎａｔｕｒｅ　ｖｒａ１ｅ－　Ｓ１ｖｏｕｓ　ｎ
’６ｔｅｓ　ｐａｓ　 ｄ．

ａｎｓ　ｖｏｔｒｅ　ａｓｓ１ｅｔｔｅ
，

ｎｏｕｓ
　ａ１１ｏｎｓ

，ｔｏｕｓ
　１ｅｓ　ｔｒｏｉｓ

，ｖｏｕｓ
　ｄ６ｇａｇｅｒ　ｄｅｓ　ｖａｐｅｕｒｓ　ｄｕ　５”尾を！

　　一Ａｈ，ｎｅ１ｅ　ｂｍｔａ１１ｓｅｚ　ｐａｓ！　Ｐａｒｄｏｍｅｚ　ｍｏｎ　ａｕｄａｃｅ　ｍａ１ｓ　ｅ　ｖｏｕｄｒａ１ｓ　ｍ０１
，

Ｈｅｉ６ｍｏｎ１ｕｉ　ｄｉｒｅ　ｕｎ　ｍｏｔ！Ｖｅｕｌ１１ｅｚ　ｖｏｕｓ６ｃａ血ｅｒ　ｕｎ　ｍｓｔａｎｔ，Ｍｏｎｓ１ｅｕｒ　Ｙｕｒａｎｏｓｕｋ引

Ｃ’ｅｓｔ　ｍ０１ Ｔｅｒａｏｋａ　Ｈｅ１６ｍｏｎ－Ｒ１ｅｎ　ｎｅ　ｏｕｖａ１ｔ　ｍｅ　ｆａ１ｒｅ　１ｕｓ　ｒａｎｄｅ　ｏ１ｅ　ｕｅ　ｄ
。’

ａｖ０１ｒ

１’

ｈｏｍｅｕｒ　ｄｅ　ｖｏｕｓ　ｖｏｉｒ　ｄｅ　ｓｉ　ｂｅ１１ｅ　ｈｕｍｅｕｒ！

　・Ｈｕｍ，Ｔｅｒａｏｋａ　Ｈｅ１６ｍｏｎ　ｄ１ｓ
－ｔｕ？　Ｈ６，ｃ

’ｅｓｔ　ｑｕ０１，ｇａ？　Ｎｅ　ｓｅｒａ１ｓ－ｔｕ　ｐａｓ　ｃｅ　ｃｏｕｍｅｒ

ｑｕ
’ｏｎ　ａ　ｅｎｖｏｙ６，ａｖａｎｔ　ｔｏｕｔ　ｇａ，ｄａｎｓ１ｅｓ　ｐｒｏｖｍｃｅｓ　ｄｕ　ｎｏｒｄ， ｍａｉｔｒｅ　ｐ１ｅｔｏｎ　ａｕ　ｐ１ｅｄ１６ｇｅｒ？

　　一Ｃ’ｅｓｔ　ｃｅ１ａ　ｍ６ｍｅ，Ｌａ　ｎｏｕｖｅ１１ｅ　ｄｕ５砂〃伽ｄｅ　Ｍｏｎｓｅ１ｇｎｅｕｒ　ｍ
’ｅｓｔ　ｐａｒｖｅｎｕｅ　ｄａｎｓ

１ｅｓ　ｐｒｏｖｍｃｅｓ　ｄｕ　ｎｏｒｄ。，ｅｔ　ｐａｒ１ｅｓ　Ｔｒ０１ｓ　Ｔｒ６ｓｏｒｓ－　ｊｅ　ｎ’ａ１ ｆａ１ｔ　ｑｕ’ｕｎ　ｂｏｎｄ　ｐｏｕｒ　ｒｅｖｅｍｒ

ｅｔ　ｖ０１１ａ　ｑｕ’ｅｎ　ｒｏｕｔｅ　ｊ ’ａｐｐｒｅｎｄｓ　ｑｕｅ１ａ　ｒ６ｓ１ｄｅｎｃｅ　ｅｔａ１ｔ　ｃｏｎ丘ｓｑｕ６ｅ　ｅｔ１ａ　Ｍａ１ｓｏｎ　ｄ１ｓｐｅｒｓ６ｅ
，

ａ１ｏｒｓ１さ，９ａ　ｍ’ａ　ｆａ１ｔ　ｍ　ｄｒ６１ｅ　ｄ，ｅｆｆｅｔ一　　　（Ｐ１７２－１７３）

（５６８）



　　　　　　　　　　　　『仮名手本忠臣蔵』七段目の翻訳をめぐっ て（山本）　　　　　　　　　　　１９

　平右衛門は足軽の身。最下層の武士であるから ，三人侍に向ける言葉も敬意に満ちている 。

れうじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひか

「柳ホなされまするな。」と言い，また「お如へ下されませう 。」と言う 。逆に自分の行為に関し
　　　は“かり
ては，ｒ揮ながら平右エ門めが。一言申上げたい義がござります。」とへりくだ って言っている 。

こういう微妙な敬語表現は，欧米の言語に移し変えられるだろうか 。

　（英訳２）は，三人侍に向かっての「尊敬」の意を ，命令形にｐ１ｅａｓｅ を付けるだけで処理した

が， 「謙譲」のニュアンスは ，Ｉ　ｈｏｐｅ　ｙｏｕ　ｗ１１１　にｇｅｎｔ１ｅｍｅｎまで添えてから ，ｂｕｔ　Ｉ ’ｄ１１ｋｅ

へと繋ぐという具合に，かなり細やかに表現している 。

　（仏訳２）は，「尊敬」の部分を ｖｅｕ１
１ｌｅｚ　だけで表現し，「謙譲」の方もＰａｒｄｏｍｅｚ　ｍｏｎ　ａｕ

－

ｄａｃｅ，ｍａ１ｓ　ｊｅ　ｖｏｕｄｒａ１ｓ 　と比較的無難な訳を付けた 。

　しかし，七段目において，敬語表現がその極に達するのは，そのあと平右衛門が由良之助に差
　　　　　　　　　　　　　　てい　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぱかり
し向ける台詞である 。「御機嫌の躰を拝しまして。いか計大悦に存奉ります。」由良之助は侍の

頂点に立つ家老，平右衛門は最下層の足軽。身分には天と地の開きがある 。平右衛門は文字通り

額を地面にこすりつけ，由良之助を拝むようにして，最大限にへりくだった挨拶の言葉を贈 って

いるのである 。

　ところが，不思議なことに，（英訳２）のこの部分は，きわめて日常的な表現になっている 。

Ｉ　ａｍ　ｖｅｒｙ　ｇ１ａｄ　ｔｏ　ｓｅｅ　ｙｏｕ’ｒｅ　ｉｎ　ｓｕｃｈ　ｇｏｏｄ　ｓｐｉｒｉｔｓ

　原典の仰々しい文体と ，英訳のこの素っ気ない文体の差は何だろう 。キーンほどの日本語通が ，

平右衛門の台詞に見られる典型的な敬語表現を見落とすはずがない。とすれぱ，そういうことを

犠牲にしてでも ，平明な日常の言葉に置き換えた方が，敬語にあまり縁のない今のアメリカ人の

耳に，芝居の台詞としてすうっと自然に入ってくる ，と考えたのであろうか。キーンよりも百年

近く前に，『仮名手本忠臣蔵』の英訳を手掛けていたディキンスは，この箇所では敬語をじゅう

ぶんに意識した訳を付けている 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
Ｉ　ｍｏｓｔ　ｈｅａｒｔ１１ｙ　ｈｏｐｅ　Ｉ　ｓｅｅ　ｙｏｕｒ　ｈｏｎｏｒ　ｍ　ｇｏｏｄ　ｈｅａ１ｔｈ

　百年間で敬語表現ができぬほどにアメリカの英語が変わってしまったとも思えないから ，やは

りここは，読み物として翻訳したディキンスと ，戯曲として翻訳したキーンとの，立場の違いが

出た，と考えるのが妥当であろうが，それにしても三人侍との間では敬語がうまく取り入れられ

ていたのと比べれば，ここのキーン訳はどうももの足らない 。

　原典密着主義のシフェール訳は，もとのたいそうな表現をそのまま残そうとして，重い文章に

なった 。

Ｒｉｅｎ　ｎｅ　ｐｏｕｖａｉｔ　ｍｅ　ｆａｉｒｅ　ｐ１ｕｓ　ｇｒａｎｄ．ｅ　ｊｏｉｅ　ｑｕｅ　ｄ’ａｖｏｉｒ１’ｈｏｍｅｕｒ　ｄｅ　ｖｏｕｓ　ｖｏｉｒ（１ｅ　ｓｉ　ｂｅ１１ｅ

　ｈｕｍｅｕｒｌ

身分の差は，言葉の上では，身分の低い者から高い者への，いわゆる敬語にのみあらわれるわ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５６９）



　２０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

けではない。身分の高い者から低い者への言葉遣いにも ，とうぜんその差はあらわれる 。平右衛

門が「寺岡平右工門めにこさります。」と名乗ると ，由良之助は「足の軽い足軽殿か。」と返す 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２）
こういう微妙な違いは欧米の言語で表現できるのだろうか 。

　平右衛門の名乗りにあるへりくだった表現「…めにござります。」は，英訳でも仏訳でも出せ

ていない。しかし「足軽殿か。」の方は，英語とフランス語とで差が出た。現代の英語では二

人称単数の主語代名詞は複数から流用したｙｏｕ しかないが，フランス語には複数形から流用し

たＶＯｕＳのほかに，もともとの単数形のｔｕ がまだ健在である 。ｔｕ は家族や友人など親しい間柄

で使うというのが，フランス語入門書の説くところであるが，シフェールは，平右衡門には由良

之助に対して ｖｏｕｓ で話させ，逆に由良之助には平右衛門に対してＮｅ　ｓｅｒａｉｓ－ｔｕ　ｐａｓ　ｃｅ　ｃｏｕｒｒｉｅｒ

・・ ？とｔｕ を使わせることによって，身分の差を表現しようとしている 。この使い分けは由良之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たこざかな
助とおかるの間でも見られ，さらに面白いことに，第７章で詳述する予定の蛤肴の場面では ，

由良之助は九太夫と親しく盃を交わしながらも家老職同士の体面を保って ＶＯｕＳ で語り合ってい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おのれ
たのに，九太夫を縁の下から引きずり出してｒ獅子身中の虫とは傍が事。」（Ｐ．３４５）と打螂する

場面では ，ｔｕ を使 っている 。

Ｕｎ　ｖｅｒ　ｑｕ１ｓｅ　ｒｅｐａｉｔ　ｄｅ１ａ　ｃｈａ１ｒ　ｄｕ１１０ｎ，ｖｏ１ｌさｃｅ　ｑｕ　ｔｕ　ｅｓ一 （Ｐ．１８５）

　日本語の人称代名詞の豊富さにはかなわないが，フランス語のように二人称単数形が２種類あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
るだけでも ，待遇表現がとれほど豊かになるかがわかるだろう 。

５． 警句の扱い

　自分のはやる思いを一気に話そうとする足軽平右衛門を遮って，由良之助は警句を連発する 。

　　　　　みどころ
前半第一の見所である 。

　（原典３）

　　　　　　　　　　そこもと　　　　がる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たいこ

　アこれこれこれ。ア其元は足軽ではなうて。大きな口軽じゃの。なんと牽頭持なされぬ
　　もつとも　　　　　　　　　　　のみ　　かしら　　よき　　わ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み　　　二しら
か。 尤みたくしも 。蚤の頭を斧で割った程無念なとも存じて。四五十人一味を祷へて
　　　　　あじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しそん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しお ・　　　　　あと

見たが。ア味な事の。よう思ふて見れば。仕損じたら此方の首がころり 。仕負せたら跡で
　　　　　　　　しな　　　　　　　　　　　　　　　　　　にんじんのん　　　　く ・　　やう　　　　　　　　　　　そ二もと

切腹。どちらでも死ねばならぬ。といふは人参呑で首経る様なもの。殊に其元は五両に三
　ふ　ち　　　　　　　　　　　　たて　　　　　　　　　　　　　　　　　ほうしや

人扶持の足軽。お腹は立られな。はっち坊主の報謝米程取て居て。命を捨て敵討しゃうと
　　　　　あをのりもら　　　　　　だいだいかぐら　　　　　　　　　　　　　ちぎやう
は。 そりゃ 青海苔貰ふた礼に。太々神楽を打やうなもの。我等知行千五百石。貴様とく
　　　　　かたき　　　　　　とます　　はか　　　　　　　　　つり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き二　　　　　　　とかく

らべると 。敵の首を斗升で量る程取ても釣合ぬ釣合ぬ。所でやめた。ナ聞へたか。兎角

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひき
浮世はかうしたものじゃ 。つ ・てん　つ ・てん　つ ・てん。なぞと引かけた所はたまらぬ

たまらぬ。　　　（ｐ．３４０ －３４１）

（５７０）



『仮名手本、忠

、臣蔵』七段目の翻訳をめぐって（山本） ２１

　　（英訳３）

ＹＵＲＡＮＯＳＵＫＥ　Ｗｈａｔ’ｓ　ａ１１ｔｈ１ｓ？Ｙｏｕ
’ｒｅ　ｎｏｔ　ｓｏ　ｍｕｃｈ１１ｇｈｔ　ｏｆ　ｆｏｏｔ　ａｓ　ｅｘｃｅｅｄｍｇ１ｙ

　　１１ｇｈｔ　ｏｆ　ｔｏｎｇｕｅ　Ｉｔ’ｓ　ｑｕ１ｔｅ　ｔｒｕｅ　ｔｈａｔ　Ｉ　ｆｅ１ｔ　ａ　ｃｅｒｔａｍ　ａｍｏｕｎｔ　ｏｆ　ｍｄ１ｇｎａｔ１ｏｎ－ａｂｏｕｔ

　　ａｓ　ｂ１ｇ　ａｓ　ａ　Ｈ
ｅａ

’ｓ　ｈｅａｄ　ｓ１１ｔ　ｂ　 ａ　ｈａｔｃｈｅｔ－ａｎｄ　ｔｒ１ｅｄ　ｆｏｒｍｍｇ　ａ１ｅａｇｕｅ　ｏｆ　ｆｏｒｔｙ　ｏｒ

　　丘ｆｔｙ　ｍｅｎ，ｂｕｔ　ｗｈａｔ　ａ　ｃｒａｚｙ　ｎｏｔ１ｏｎ　ｔｈａｔ　ｗａｓ，Ｉ　ｒｅａ１１ｚｅｄ　ｗｈｅｎ　Ｉ　ｔｈｏｕｇｈｔ　ａｂｏｕｔ１ｔ

　　ｃａ１ｍ１ｙ　ｔｈａｔ１ｆ　ｗｅ　ｆａｌ１ｅｄ　ｍ　ｏｕｒ　ｍ１ｓｓ１ｏｎ　ｏｕｒ　ｈｅａｄｓ　ｗｏｕ１ｄ　ｒｏ１１，ａｎｄ １ｆ　ｗｅ　ｓｕｃｃｅｅｄｅｄ

　　ｗｅ ’ｄ　ｈａｖｅ　ｔｏ　ｃｏｍｍ１ｔ５砂〃肋
ａｆｔｅｒｗａｒｄｓ　Ｅ１ｔｈ

ｅｒ　ｗａｙ，１ｔ　ｗａｓ　ｃｅｒｔａｍ　ｄｅａｔｈ　Ｉｔ　ｗａｓ

　　１１ｋｅ　ｔａｋｍ　 ｅｘ　ｅｎｓ１ｖｅ　ｍｅｄ１ｃｍｅ，ｔｈｅｎ　ｈａｎ　ｍ　　 ｏｕｒｓｅ１ｆ　ａｆｔｅｒｗａｒｄｓ　ｂｅｃａｕｓｅ　ｏｕ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）

ｏｕ
’ｒｅ　ａ　ｆｏｏｔ　ｓｏ１ｄ１ｅｒ　ｗ１ｔｈ　ａ　ｓｔ１ｐｅｎｄ　ｏｆ姑 ａｎｄ　ａｎ

ａ１１ｏｗａｎｃｅ　ｏｆ　ｔｈｒｅｅ　ｍｅｎ
’ｓ　ｒａｔ１ｏｎｓ　Ｎｏｗ　ｄｏｎ’ｔ　ｇｅｔ　ａｎｇｒｙ－ｆｏｒ　ｙｏｕ　ｔｏ　ｔｈｒｏｗ　ａｗａｙ

ｙｏｕｒ１１ｆｅ　ａｔｔａｃｋｍｇ　ｔｈｅ　ｅｎｅｍｙ
，ｍ　ｒｅｔｕｍ　ｆｏｒ　ａ　ｐ１ｔｔａｎｃｅ　ｓｕ１ｔａｂ１ｅ　ｆｏｒ　ａ　ｂｅｇｇａｒ　ｐｒ１ｅｓｔ

，

ｗｏｕ１ｄ　ｂｅ１１ｋｅ　ｕｔｔｍ　 ｏｎ　ａ　ｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ｏｆ　 ｒａｎｄ加 〃閉ｔｏ　ｅｘ　ｒｅｓｓ　ｏｕｒ　ｒａｔ１ｔｕｄｅ

ｆｏｒ　ｓｏｍｅ　ｒｅｅｎ〃ｏブｌ　Ｍｙ　ｓｔ１ｐｅｎｄ　ｗａｓ１ ，５００是ｏ加　Ｃｏｍｐａｒｅ
ｄ　ｔｏ　ｙｏｕ，Ｉ　ｍ１ｇｈｔ　ｔａｋｅ

ｅｎｅｍｙ　ｈｅａｄｓ　ｂｙ　ｔｈｅ　ｂｕｓｈｅ１ａｎｄ　ｓｔ１１１ｎｏｔ　ｄｏ　ｍｙ　ｓｈａｒｅ　Ａｎｄ．ｔｈａｔ’ｓ　ｗｈｙ　Ｉ　ｇａｖｅ　ｕｐ

ｔｈｅ　ｉｄ
ｅａ．Ｄ

ｏ　ｙｏｕ　ｆｏ１１ｏｗ　ｍｅ　Ｐ　Ａｔ　ａｎｙ　ｒａｔｅ，ｔｈｉｓ　ｕｎｃｅｒｔａｉｎ　ｗｏｒ１ｄ（伽ｇ。）ｉｓ　ｊｕｓｔ　ｔｈａｔ

ｓｏｒｔ　ｏｆ　ｐ１ａｃｅ　乃〃舳乃伽〃舳乃伽〃６〃　Ｏｈ，ｗｈｅｎ　Ｉ　ｈｅａｒ　ｔｈｅ　ｓａｍ１ｓｅｎｓ　ｐ１ａｙｍｇ

１ｉｋｅ　ｔｈａｔ　Ｉ　
ｃａｎ

’ｔ　ｒｅｓｉｓｔ．　　　　（ｐ．１０８ －１０９）

　　（仏訳３）

　　一Ｈ６１さ，ｈ６１さ，ｈ６１ａ！Ｃｅ　ｎ’ｅｓｔ　ｐａｓ１ｅ　ｐ１ｅｄ　ｑｕｅ　ｔｕ　ａｓ１ｅｇｅｒ
，ｃ

’ｅｓｔ　ｔａ　ｇｒａｎｄ．ｅ　ｇｕｅｕ１ｅ－

Ｑｕｅ　ｎｅ　ｔｅ　ｆａｉｓ－ｔｕ　ｂｏｕｆｆｏｎ？　Ｏｈ　ｂ１ｅｎ　ｓｉｒ
，ｍ０１ａｕｓｓ１，９ａ　ｍ

’ａ　ｆａ１ｔ　ｄｅ１’ｅｆｆｅｔ－ａｕｔａｎｔ主

　ｅｕ　　ｒさｓ　　ｕ’ｕｎｅ　ｔ６ｔｅ　ｄｅ　　ｕｃｅ　ｆｅｎｄｕｅ　　ａｒ
　ｕｎｅ　ｓｅｒ　ｅ　－　ｅｔ　ゴａｌ　ｅｓｓａｙｅ　ｄ．ｅ　ｒｅｕｎ１ｒ　ｕｎｅ

ｔｒｏｕｐｅ　ｄｅ　ｑｕａｒａｎｔｅ　ｏｕ　ｃｍｑｕａｎｔｅ　ｈｏｍｍｅｓ，ｂａｈ， ｆａｒ１ｂｏ１ｅｓ　ｑｕｅ　ｔｏｕｔ　ｃｅ１ａ，　ＲｅＨ
ｅｘ１ｏｎ

ｆａ１ｔｅ，ｏｕ　ｂ１ｅｎゴｅｃ
ｈｏｕａ１ｓ　ｅｔ　ｍａ　ｔ６ｔｅ　ｓａｕｔａ１ｔ，ｏｕ　ｂ１ｅｎ　ｊｅ　ｒｅｕｓｓ１ｓｓａ１ｓ，ａｐｒｅｓ　ｑｕ０１

，１ｅ　ｖｅｎｔｒｅ

ｆｅｎｄｕ－Ｄ’ｕｎｅ　ｆａｇｏｎ　ｏｕ　ｄｅ１ ’ａｕｔｒｅ，１１ｆａ１１ａ１ｔ　ｍｏｕｒ１ｒ，Ａ

ｕｔａｎｔ二畑
理９二Ｐ必

，　Ｐｒｅｎｏｎｓ　ｔｏｎ　ｃａｓ，ｔｕ　ｅｓ　ｕｎ　ｐ１ｅｔｏｎ　ａ　ｇ泄１’ａｎ

ｐ１ｕｓ１ａ　ｒａｔ１ｏｎ　ｄｅ　ｔｒ０１ｓ　ｈｏｍｍｅｓ　ｅｔ，ｓａｎｓ　ｖｏｕ１０１ｒ　ｔｅ　ｆａｃｈｅｒ，ｔｕ１ｒａ１ｓ，ｐａｒ　ｇｒａｔｌｔｕｄｅ　ｐｏｕｒ

ｕｎｅ　ｐ１ｔａｎｃｅ　ｄ１ｇｎｅ　ｄ’ｕｎ　ｍｏｍｅ　ｍｅｎｄ１ａｎｔ，ａｔｔａｑｕｅｒ１’ｅｍｅｍ１ａｕ　ｐｅｒ１１ｄ－ｅ　ｔａ　ｖ１ｅ，ｃ
’ｅｓｔ

ｃｏｍｍｅ
　ｕ１ ｄ．１ｒａ１ｔ　ｆａ１ｒｅ　ｃｅ１ｅｂｒｅｒ　ｕｎ　ｓｅｒｖ１ｃｅ　ｓｏ１ｅｍｅ１ｅｎ　ｒｅｍｅｒｃ

ｄ’ａ１ｕｅｓ　ｖｅｒｔｅｓ，Ｍａ　ｐｅｎｓ１ｏｎ　ａ　ｍ０１ｅｔａ１ｔ　ｄｅ　ｍ１１１ｅ　ｅｔ ｄｏｎｃ

ｃｏｍｐａｒ６ａ　ｔ０１，ｄｕｓｓｅ－ｊｅ　ｐｒｅｎｄ．ｒｅ　ｄｅｓ　ｔｅｔｅｓ　ｄ’ｅｍｅｍ１ｓ　ｐａｒ　ｐ１ｅｍｓ　ｂ０１ｓｓｅａｕｘ　ｑｕｅ　ｇａ　ｎｅ

ｆｅｒａ１ｔ　ｐａｓ　ｅｎｃｏｒｅ１ｅ　ｐ０１ｄｓ－Ａ１ｏｒｓ，ａｕｔａｎｔ　ｒｅｎｏｎｃｅｒ－Ｌａ， ｔｕ　ｍ
’ａｓ　ｃｏｍｐｒ１ｓ？

　　　　　　　　　（・ｈ・ｎｔ・）Ｃ〃砂・あ¢ｏ〃６６６伽閉ｏ〃３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　６ を並６加 ６０舳鮒ｇＯｇパ〃 リ”

　　　　　　　　　　　　　　　　　　¢３〃之〃６〃　　¢５ｚ４¢¢６刀　　¢５〃〃〃６〃

Ｑｕａｎｄ　ｏｎ　ｍｅ』ｏｕｅ　ｃｅｔｔｅ　ｍｕｓ１ｑｕｅ１ａ，ｊｅ　ｎ
’ｙ　ｔ１ｅｎｓ　ｐ１ｕｓ

，ｊｅ　ｎ
’ｙ　ｔ１ｅｎｓ　ｐ１ｕｓ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ ．１７３ －１７４）

（５７１）



　２２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

　　　　　　　　よき　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）
　まず「蚤の頭を斧で割った程に」というのは，ｒ方法が大げさで不適切なこと」のたとえだが ，

ここではｒきわめてわずか」の意味で使っている 。英訳も仏訳もたとえを比較的忠実に訳してい

る。 仏訳はｒあれはさすがに私にもこたえました，蚤の頭を斧で割った程に」だから ，その比職

で「ほんの少しばかり」の意が伝わるかどうか多少不安にはなるが，英訳の方は ａ．ｅれａｉｎ

ａｍｏｍｔ　ｏｆ　ｍｄ１ｇｎａｔ１ｏｎ ですでにその意は汲み取れる 。ａ　ｌｌｔｔ１ｅ　ｏｆ　ｍｄ１ｇｎａｔ１ｏｎとすればさらに明

確になる 。英米の普通の読者に，というよりも普通の観客に抵抗なく受け入れられる簡潔な訳を

目指しているように思われるキーンが，この比職を省略せずに残したのは，やはりそのイメージ

の面白さゆえであろう 。

　つぎにまた，「人参呑で首経る様なもの」という警句がとび出す。「高価な高麗人参を服用して

病気は治ったが，そのために借金が生じて首をくくるはめになる」ということから ，ｒ前後の事

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）をよく考えず，無計画な，また，身分不相応なことをするとわが身を滅ぼす結果になる」ことの

たとえに使う 。仏訳はここも直訳に近い。Ａｕｔａｎｔ　ｄ１ｒｅ　ｓｅ　ｓｏ１ｇｎｅｒ　ａｕ　ｇｍｓｅｎｇ　Ｐｏｕｒ　ｍ１ｅｕｘ　ｓｅ

ｐｅｎｄｒｅ， 読者に意味が伝わるかどうか，ここでも不安は残る 。英訳はその点，じつに明快である 。

Ｉｔ　ｗａｓ１１ｋｅ　ｔａｋｍｇ　ｅｘｐｅｎｓ１ｖｅ　ｍｅｄ
１ｃｍｅ

，ｔｈｅｎ　ｈａｎｇｍｇ　ｙｏｕｒｓｅ１ｆ　ａｆｔｅｒｗａｒｄｓ　ｂｅｃａｕｓｅ　ｙｏｕ　ｃｏｕ１ｄｎ ’ｔ

ｐａｙ　ｆｏｒ　ｔｈｅ　ｃｕ．ｅ．人参を「高価な薬」に変えて観客の理解を助け，首をくくらなければならなく

なる理由も ，「なぜならば…」以下で説明する 。まるで注釈本を読む趣がある 。わかりやすくは

なったが，そんなまだるっこい台詞をはたして由良之助が吐くだろうか 。

　最後に「そりゃ青海苔貰ふた礼に。太々神楽を打やうなもの」を見よう 。太々神楽は伊勢大神

宮に奉納する神楽のことだが，これを欧米人にどう伝えるかが問題だ。仏訳はそれを思い切 って

「荘重な儀式」にした。ｃ
’ｅｓｔ　ｃｏｍｍｅ　ｑｕｌ　ｄ１・ａ１ｔ　ｆａ１・ｅ　ｃ６１６ｂ・ｅ・ｕｎ．ｅｒｖ１ｃｅ　ｓｏ１ｅｍｅ１ｅｎ　ｒｅｍｅ．ｃ１ｅ

．

ｍｅｎｔ　
ｄ’

ｍｅ　ｐｏ１ｇｎ６ｅ　 ｄ’ａ１ｇｕｅｓ　ｖｅｒｔｅｓ１ 青海苔はほぼ直訳でｒ一握りの緑色の藻」。 これが伊勢の

手頃な土産物であることはともかく ，食料になる安価な海藻であることが伝わればいいのだが…

わかりやすさを信条とする英訳も ，さすがにここでは困ったと見え，神楽も海苔もそのままロー

マ字綴りで残した 。１１ｋｅ　ｐｕｔｔｍｇ　ｏｎ　ａ　ｐｅｒｆｏｍａｎｃｅ　ｏｆ　ｇｒａｎｄ加ｇ〃閉ｔｏ　ｅｘｐｒｅｓｓ　ｙｏｕｒ　ｇｒａｔ１ｔｕｄ
ｅ

ｆＯｒ　ＳＯｍｅ　ｇｒｅｅｎ〃ｏ〃そして脚注で太々神楽と海苔をかなり詳しく説明している 。

　警句を翻訳する時には，直訳調ではたして読者あるいは観客にわかってもらえるかという不安

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マクシム

がつきまとう 。しかし警句の生命は，ラ ・ロシュフーコーの歳言と同じで，簡潔さの中で光る鋭

さであろうから ，あまり説明的になっては面白くない。「日本の観客だ って，百パーセントわか

っているわけじゃない」とここは開き直り ，直訳に近い形で示しておいて，さらに好奇心の強い

読者のためには注を用意しておけばどうだろうか 。

　ところで，（原典３）の引用文には，日本の古い貨幣単位や度量衡が出てくる 。ｒ両」は英訳で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こくはｒｙ６のまま ，仏訳ではスペインの古い金貨ｄｏｕｂ１ｏｎ をあてている 。ｒ石」も英訳ではそのまま

ｋｏｋｕとして注を添え，仏訳では容量的に近い昔の単位ｍｕ１ｄを用いている 。シフェールは貨幣

単位や度量衡に関するかぎり ，できるだけヨーロッパの古い単位を援用することによって，読者

に違和感を与えないような工夫をしているのかもしれないが，翻 って日本の舞台を考えたとき ，

たとえばシェイクスピアを演ずる際に，シャイロックがｒ肉一貫目」とかｒ金貨二十両」とか言

ったとすれば，変な気がしないだろうか 。

（５７２）



『仮名手本忠臣蔵』七段目の翻訳をめぐって（山本） ２３

６． 縁語 ・掛詞 ・オノマトペの扱い

　由良之助の遊蕩ぶりにあきれていきり立つ三人侍を，平右衛門がなだめて奥の問に導くのと前

後して，山科から力弥が文を届けにくる 。

（原典４）

　　　　　　　　　　　ともな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てら　　しやうじ　　　　かげ
無理に押へて三人を。伴ふ一問は善悪の。あかりを照す障子の内影を隠すや

　　し
・る

月の入 。

　しな　　　　　　　　　　いき　　きつ　　　ちやく　　　　　　　　　　　　　　　　　　たい　　　　　　　ねすがた　　おこ

山科よりは一里半息を切たる嫡子力弥。内をすかして正躰なき父が森姿 。起すも人の耳
ちか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くつわ　　かは　　　　　　つばおと　　こい　　　　　　　　　　　　な

近しと 。枕元に立寄て。轡に代る刀の鍔音。鯉口ちゃんと打鳴らせば。むっくと起てヤ

アカ弥か。　　　（ｐ．３４１）

　（英訳４）

ＮＡＲＲＡＴＯＲ　Ｆｏｒｃ１
ｂ１ｙ　ｒｅｓｔｒａｍｍｇ　ｔｈ

ｅｍ，ｈｅ１ｅａｄｓ　ｔｈｅｍ　ｍｔｏ　ｔｈｅ　ｎｅｘｔ　ｒｏｏｍ　Ｔｈｅ１ｒ

　ｓｈａｄｏｗｓ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｏｔｈｅｒ　ｓｉｄｅ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｓ１ｉｄｉｎ　ｄｏｏｒ　ｃａｓｔ　ｂ　 ａ　ｌｉ　ｈｔ　ｔｈａｔ　ｉ１１ｕｍｉｎａｔｅｓ　ｔｈ
ｅ

ｄｉｓｔｉｎｃｔｉｏｎ　ｂ
ｅｔｗｅｅｎ　ｏｏｄ　ａｎｄ　ｅｖ１ｌ，ａｒｅ　ｂ１ｏｔｔｅｄ　ｏｕｔ　ａｓ　ｔｈｅ　ｍｏｏｎ　ｓｍｋｓ　ｂｅｈｍｄ　ｔｈｅ

　ｍＯｕｎｔａｉｎＳ

　　Ｒ１ｋ
１ｙａ，Ｙｕｒａｎｏｓｕｋｅ’

ｓ　ｓｏｎ，ｈａｖｍｇ　ｒｕｎ　ｔｈｅ　ｗｈｏ１ｅ〃ａｎｄ．ａ　ｈａ１ｆ　ｆｒｏｍ　Ｙ
ａｍａｓｈｍａ

，

　ａｒｒ１ｖｅｓ　ｂｒｅａｔｈ１ｅｓｓ　Ｈｅ　ｐｅｅｐｓ　ｍｓ１ｄｅ　ａｎｄ　ｓｅｅｓ　ｈ１ｓ　ｆａｔｈｅｒ１ｙｍｇ　ａｓ１ｅｅｐ　Ａｆｒａ１ｄ　ｔｈａｔ

　ｐｅｏｐ１ｅ　ｍａｙ　ｈ
ｅａｒ，ｈｅ　ｇｏｅｓ　ｕｐ　ｔｏ　ｈ１ｓ　ｆａｔｈ

ｅｒ
’ｓ　ｐ１１１ｏｗ　ａｎｄ　ｒａｔｔ１ｅｓ　ｈ

１ｓ　ｓｗｏｒｄ　ｍ１ｔｓ

　ｓｃａｂｂａｒ（１，ｍｓｔｅａｄ　ｏｆ　ａ　ｈｏｒｓｅ ’ｓ　ｂ １ｔ　Ａｔ　ｔｈｅ　ｃ１ｍｋ　ｏｆ　ｔｈｅ　ｈ１１ｔ　Ｙｕｒａｎｏｓｕｋ

ｅ出ｙ
　ｒｉＳｅＳ

ＹＵＲＡＮＯＳＵＫＥ　Ｉｓ　ｔｈａｔ　ｙｏｕ，Ｒ１ｋ１ｙａ？　　　（ｐ１１０－１１１）

　（仏訳４）

　Ａｙａｎｔ　ｄｅ１ａ　ｓｏｒｔｅ　ｒｅｔｅｎｕ１ｅｕｒ　ｂｒａｓ，１１ｅｍｍｅｎｅ１ｅｓ　ｔｒ０１ｓ　ｈｏｍｍｅｓ　ｄ．ａｎｓ１ａ　ｃｈａｍｂｒｅ

ｖ０１ｓｍｅ，ｏｍｂｒｅｓ　ｓｕｒ　ｌｅｓ５ん６ ｚ　 ｕｅ　ｄｅｓｓｍｅ１ａ１ｕｍ１ｅｒｅ　ｕ１ ｄ１ｓｔｍ　ｕｅ１ｅ　ｂ１ｅｎ　ｅｔ１ｅ　ｍａ１
，

ｏｃｃｕ１ｔ６ｅ　ａｍｓ１　ｕｅ１ｕｎｅ　ｕｉ　ｓｅ　ｃｏｕｃｈｅ　ｓｕｒ１ｅｓ　ｍｏｎｔｓ
．．．

ｄｅ　Ｙａｍａｓｈｍａ，１１ａｍｖｅ　ｈｏｒｓ

ｄ’ｈａ１ｅｍｅ，Ｒ１ｋ１ｙａ１ｅ 丘１ｓ　ａｉｎ６ｑｕ１ａ　ｆｒａｎｃｈ１ 会１ａ　ｃｏｕｒｓｅ　ｕｎｅ１１ｅｕｅ　ｅｔ　ｄｅｍ１ｅ ，１１ｇ１１ｓｓｅ　ｕｎ

ｃｏｕｐ　ｄ
。’

ｃｅ１１ｅｔ　ａｐｅｒｇ０１ｔ　ｓｏｎ　ｐｅｒｅ　ｑｕ１ｇｉｔ１ａ，１ｎｃｏｎｓｃ１ｅｎｔ ，Ｐｏｕｒ１ｅ　ｒｅｖｅ１１１ｅｒ，ｄｅ　ｃｒａ１ｎｔｅ　ｄｅｓ

ｏｒｅ１１１ｅｓ　ｍｄ１ｓｃｒｅｔｅｓ，１１ｖａ　ｊｕｓｑｕ’ａ　ｓｏｎ　ｃｈｅｖｅｔ，ｅｔ　ａ　ｄｅｆａｕｔ　ｄｅ　ｍｏｒｓ　ｄｅ　ｃｈｅｖａｌ，ｄｅ　ｌａ　ｇａｒｄｅ

ｄｕ　ｓａｂｒｅ１１ｈｅｕｒｔｅ１ａ　ｇｕｅｕ１ｅ　ｄｕ　ｆｏｕｒｒｅａｕ ，ｓｏｎ　ｐｅｒｅ　ｓｅ　ｒｅｌｅｖｅ　ｅｎ　ｓｕｒｓａｕｔ

　－Ａｈ，ｃ
’ｅｓｔ　ｔｏｉ，Ｒｉｋｉｙａ？　　　（ｐ．１７４）

　この箇所は七段目の中で，解釈の最もむずかしいところである 。ｒ善悪の。あかりを照す障子

の内」とはどういうことなのか。乙葉弘はｒ次の段で由良之助の善悪が明らかになるのを暗示し
７）

た」と注記し，また藤野義雄は「次の段で，由良之助の善悪が明らかになる意をふくませ，また

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７３）



　２４　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

障子のうちには，斧九太夫が身をひそめて様子をうかがっていることをも言いこめた」という注
　　　　　　８）
釈を加えている 。両者とも ，ｒあかり」というのは暗にｒ由良之助の本心」を指している ，と考

えているわけであるが，それでは第一義的には「あかり」というのは何なのだろうか。茶屋の奥

の間の照明だろうか，それとも月の明かりであろうか。藤野義雄はその著の通釈部分で「由良之

助の本心は，ともし火が障子の内を照らすように，間もなく明らかになるであろう」というよう
　　　　　　　　９）
に現代語訳している 。しかしこれでは「ともし火」が今ここに実在するのかしないのか，はっき

りしない 。

　この「あかり」の解釈が，翻訳者たちを惑わせてしまった。彼らにとっては，ともかく発光体

は存在するのだ。そこにｒ障子」とｒ影」が来れば，影絵のイメージができあがるのは，いわば

とうぜんの帰結であった。キーンは１１ｇｈｔに不定冠詞を付けてぼかしたが，シフェールは
１ｕｍ１ｅｒｅ に初めから定冠詞を付けている 。ふたりとも光源を特定していないけれども ，月の光を

想定しているようにも読める 。イメージは美しいが，「影」を「姿」の意味に取らず，ｓ
ｈａｄｏｗ

，

ｏｍｂｒｅの意に解釈してしまったことが，イメージの拡大を誘ったのであろう 。キーンが「善悪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）
の。 あかりを照らす」の部分にｒ不明瞭なくだりである」とわざわざ注記していることを見ても ，

この部分の翻訳にそうとう頭を悩ませたであろうことが想像される 。

　ｒ影を隠すや　月の入。山科よりは一里半」。 ここには月の入るｒ山」と ，地名のｒ山科」とが

掛けてある 。日本古典に頻出するこういう掛詞を，翻訳はどう扱えばいいのか。われわれ日本人

が中学や高校で古典文学を学ぶ時には，掛詞はたいてい二つの意味に分離して現代語に訳してい

る。 欧米の翻訳者もだいたいそれに似た作業をしている 。山 ｔｈｅ　ｍｏｕｎｔａｍｓ，１ｅｓ　ｍｏｎｔｓ と山科

Ｙａｍａｓｈｍａ に分けるという具合に。しかし掛詞の生命は，二つの意味が同一音で繋がっている

ところにある 。いくらシフェールが ｓｕｒ１ｅｓ　ｍｏｎｔｓ　ｄｅ　Ｙａｍａｓｈｍａ というように，掛詞を強く

意識した訳を工夫したところで，フランスの読者にこの言葉遊びの面白さは伝わるまい 。

　由良之助の読む手紙を二階からのべ鏡で盗み見るおかるが，かんざしを落とす場面にも ，縁語

と掛詞の修辞がある 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かんざし
（すかし読とは。）神ならずほどけか ・りしおかるが玉鉾。ばったり落れば。（ｐ．３４４）

うっ かりすると見落とすところだが，ｒほどけか ・りし」にはｒほどける」のほかにｒ仏」も隠

されている 。キーンは「仏」を無視したが，シフェールはきちんと訳出した 。

　ｎ’６ｔａｎｔ　ｄｌｅｕ　ｍ　ｂｏｕｄｄｈａ， ［Ｙｕｒａｎｏｓｕｋｅ］ｎｅ１ｅ　ｓｏｕｐｃｏｎｎｅ，ｑｕａｎｄ１ｅ　ｐｅ１ｇｎｅ　ｄｅ　ｐａｒｕｒｅ

ｄ’

ＯＫａｒｕ　ｓｅ　ｄ６ｔａｃｈｅ　ｅｔ　ｔｏｍｂｅ ，　　　（ｐ１７９）

たしかにこれで二つの意味はあらわれた。しかし，いったんフランス語になると ，ｂｏｕｄｄｈａと

ｓｅ　 ｄ６ｔａｃｈｅの共通点はまったくなくなってしまう 。

　七段目幕開けそうそうの場面で，九太夫に座敷を頼まれた茶屋の亭王が，下座敷はふさがって

　　　　　ちん
いるけれど亭座敷はあいている ，と答えるところがある 。九太夫はｒそりゃ又蜘の巣だらけで有

ふ。」と嫌みを言 ってから続けてｒイヤサよい年をして。女郎の蜘の巣にか ・らまい用心」（Ｐ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７４）
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３３８）と言う 。この最後の台詞はその策略のうまさから遊女を蜘蛛に見立てた冗談であるが，さ

らにジ ョロウグモという動物の種名も掛けているわけで，そうとう高度な酒落になっている 。こ

うなると ，種名を忠実に訳す方がかえって野暮になる 。さすがに英訳にも仏訳にもｇｏ１ｄｅｎ　ｓｉｌｋ

ｓｐｉｄ
ｅｒ とか ｎ６ｐｈｉ１ｅ とかいう種名は出てこない 。

（英訳）Ｎｏ，
Ｉ’ｍ』ｕｓｔ　ｂｅｍｇ　ｃａｒｅｆｕｌ　ｎｏｔ　ｔｏ　ｇｅｔ　ｅｎｔａｎｇ１ｅｄ　ａｔ　ｍｙ　ａｇｅ　ｍ　ａ　ｗｈｏｒｅ’ｓ　ｃｏｂｗｅｂ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ
ｌ　ｌ０４）

（仏訳）Ｍａ１ｓ　ｎｏｎ，ｓｍｐ１ｅ　ｐｒｕｄｅｎｃｅ　ａ　ｍｏｎ　ａｇｅ，』ｅ　ｎ
’ａ１ ｐａｓ　ｅｎｖ１ｅ　ｄｅ　ｍｅ１ａ１ｓｓｅｒ　ｐｒｅｎｄｒｅ

　ｄａｎｓ　１ａ　ｔ０１１ｅ　ｄｅ　ｑｕｅ１ｑｕｅ　ｐｕｔａ１ｎ，　　　　　（Ｐ　１７０）

　日本語の，特に会話と物語に，オノマトペ（擬態語 ・擬音語）が頻繁に使用されることは，多く

の人の指摘するところである 。『＜和英〉擬態語 ・擬音語分類用法辞典』を編んだアンドルー・ チ

ャンはその巻頭序言においてｒ世界の王要言語の中で日本語の擬態 ・擬音語ほと豊富で重宝な言

語表現はないと思う 。その象徴的形式による言語は，瞬間的にある情景を感覚的あるいは情緒的

に描写し，直覚的連想力をもってさまさまな意味を浮かぴ上がらせる作用があり ，一種の言語美

　　　　　　１１）
を生む力がある」と述べている 。『仮名手本忠臣蔵』七段目にもオノマトペが少なからず使われ

ていて，現に（原典４）の終りの部分にも擬音語と擬態語が一つずつ含まれている ・

　まず擬音語。これをとのように英語やフランス語に訳せはよいのか。最も単純なのは，音その

ままを引用することであろう 。すでに（原典３）で見た由良之助の口三味線がそうだった。つぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ２）
はそれに対応する欧米語での既成の擬音を使うこと 。『漫画で楽しむ英語擬音語辞典』をひもと

けば，そうした例がいやほど並んでいる 。しかし欧米では，会話や漫画以外のところで擬音をそ

のまま使うことはむしろ稀で，擬音起源の動詞や名詞，場合によっては副詞を用いて表現するの

が普通であることを ，チャンの『＜和英〉擬態語 ・擬音語分類用法辞典』や尾野秀一の『日英擬

　　　　　　　　１３）
音・ 擬態語活用辞典』の用例が教えてくれる 。

　（原典４）にあるｒ鯉口ちゃんと打鳴らせば」は，刀の鍔を鞘□に強く打ち当ててチャンと音

を立てた，ということである 。ここを英訳は，いずれも擬音起源である
ｒａｔｔ１ｅ という動詞と

。１ｍｋという名詞で表現した。仏訳はｈｅｕ．ｔｅｒ（「ぶつける」）という動詞だけ。音そのものは読者

の想像力に任せてしまった 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ばかり
　勘平の切腹を知らされたおかるがｒコレのふのふと取付てわ っと計に泣沈む」（Ｐ・３４７）とこ

ろは，英訳ではＳｈｅ　ｃ１ｕｔｃｈｅｓ　ｈｉｍ　ａｎｄ，ｗｉｔｈ　ａ　ｃｒｙ，ｃｏｌ１ａｐｓｅｓ　ｉｎ　ｔｅａｒｓ．（ｐ．１２０） ，仏訳ではＥ１ｌｅ

ｓ’

。ｃ。、ｏ．
ｈ．ａ１ｕ１．ｔ。。１．ｔ。。ｎ。。ｎｇ１ｏｔ。（ｐ１８３）となり ，擬音はいずれも副詞句で処理されている 。

　擬音語はともかく具体的な音を基にしているぶん，外国人にも比較的わかりやすいが，擬態語

は音ではない。情緒的な感覚を「いかにもそんな感じ」として表す独特の言語表現だから ，日本

語を学び始めたばかりの外国人を困惑させるらしい。しかもその出現の頻度はきわめて高い 。

『仮名手本忠臣蔵』七段目だけ見ても ，擬音の数倍は現れる 。それを欧米の言語に翻訳する時は

どうすればいいのか。ここでよく観察すれば，擬態語の多くが副詞の働きをしていることがわか

る。 先に紹介した日英比較の「擬態語辞典」類は，擬態語の訳を副詞あるいは副詞句で解決して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７５）
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いる例を多く示している 。わが翻訳者たちも（原典４）のｒむ っくと起て」をその原則に従って

欧文に変えている ・キーンはＹｕｒａｎｏｓｕとｅ　ｓｕｄｄｅｎ１ｙ　ｒ１ｓｅｓ シフェールは ｓｏｎ　ｐさｒｅ　ｓｅ　ｒｅ１さｖｅ　ｅｎ

ＳｕｒＳａｕｔ．というように 。

　しかし，副詞的な働きをする擬態語であっても ，純然たる副詞や副詞句だけを使って翻訳して

いるようには思えない例が，七段目にもある 。たとえば，由良之助が九太夫に，同志がつぎつぎ

に脱落してゆく状態を伝えるくだりで，「裏門からこそこそこそ」（ｐ．３４２）と表現するが，翻訳

者たちの訳はこうだ 。

（英訳）ｏｎｅ　ａｆｔｅｒ　ａｎｏｔｈｅｒ　ｗｅ　ｓｔｏ１ｅ　ｏｕｔ　ｔｈｅ　ｂａｃｋ　ｇａｔｅ （Ｐ．１１２）

（仏訳）ｃ’ｅｓｔ　ｐａｒ１ａ　ｐｏｒｔｅ　ｄｅ　ｄｅｒｒｉさｒｅ　ｑｕ’ｏｎ　ａ丘１６，ｔｏｕｔ　ｄｏｕｘ，ｔｏｕｔ　ｄｏｕｘ，ｔｏｕｔ　ｄｏｕｘ！

　（Ｐ．１７５）

　さらには，動詞を使っている例もある 。平右衛門がおかるに斬りかかる場面「抜打にはっしと

切ば。ちゃっと飛び退き」はこう訳されている 。

（英訳）Ｈｅ　ｄｒａｗｓ　ｈ１ｓ　ｓｗｏｒｄ　ａｎｄ　ｓ１ａｓｈｅｓ　ａｔ　ｈ
ｅｒ

，ｂｕｔ　ｓｈｅ　ｊｕｍｐｓ　ｍｍｂ１ｙ　ａｓｌｄｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ．１２０）

（仏訳）Ｃｅ　ｄ１ｓａｎｔ，１１ｄ６ｇａｍｅ　ｅｔ　ｆｒａｐｐｅ，ｍａ１ｓ　ｅ１１ｅ６ｖ１ｔｅ１ｅ　ｃｏｕｐ　ｅｎ　ｓａｕｔａｎｔ　ｄｅ　ｃ６ｔ６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ．１８３）

　以上のことは，逆にわれわれが外国の小説や戯曲を日本語に翻訳する際，擬声語や擬態語を上

手に使えば，こなれた訳文になることを示唆してくれている ，と言えるだろう 。そして，そのこ
　　　　　　すみ　　１４）　　　　　　　　１５）
とはすでに，鷲見洋一をはじめ，多くの人が指摘しているところである

。

７． 故事伝説と酒落の扱い

由良之助が九太夫と盃を交わす場面は，いつ見ても面白い 。

　（原典５）

　　 さま

　　　　　　　 、しのた 　きつね 　、 あら 　　　 こんく

いか様此九太夫も 。昔思へば信太の狐 。ばけ顕はして一献酌もふか。サア由良殿。久し
　　　　　　　 てうだい　　くはいしよ　　　　　　　　　　　　き　　　　　　　　　　　　　　　　さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 さかな

ぶりだお盃。又頂戴と会所めくのか。指しおれ呑は。呑おれ指すは。てうと請おれ。肴
　　　　　そぱ　　ありあふたこざかな　　　　　　　　　　　　　　　さし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いただくたこざかな

をするはと傍に有合蛤肴 。はさんでず っと指出せば。手を出して。足を戴蛤肴 。

かたじけな　　　　　　　　くは　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とら

恭いと戴て喰んとする 。手をじっと捕へ。　　（Ｐ．３４２ －３４３）

（５７６）
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　（英訳５）

ＫＵＤＡＹＵ　Ｙｅｓ，Ｉ　ｓｅｅ　ｎｏｗ，ｗｈｅｎ　Ｉ　ｔｈｍｋ　ｂａｃｋ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｏ１ｄ　ｄ
．ａｙｓ

，ｔｈａｔ　Ｉ　ｕｓｅｄ．ｔｏ　ｂｅ　ｑｕ１ｔｅ

　ａ　ｆｒａｕｄ　ｍｙｓｅ１ｆ　Ｓｈａ１１Ｉ　ｓｈｏｗ　ｙｏｕ　ｍｙ　ｔｒｕｅ　ｎａｔｕｒｅ　ａｎｄ　ｈａｖｅ　ａ　ｄｒｍｋ　ｗ１ｔｈ　ｙｏｕ？

　Ｈｏｗ　ａｂｏｕｔ１ｔ，Ｙｕｒａｎｏｓｕｋｅ？　Ｔｈｅ丘ｒｓｔ　ｃｕｐ　ｗｅ
’ｖｅ　ｓｈａｒｅｄ　ｍ　ａ１ｏｎｇ　ｔ１ｍｅ

ＹＵＲＡＮＯＳＵＫＥ　Ａｒｅ　ｙｏｕ　ｇｏｍｇ　ｔｏ　ａｓｋ　ｆｏｒ ｛ｅ　ｃｕｐ　Ｌａｃｋ， ａｓ　ａｔ　ａ　ｆｏｒｍａ１ｂａｎｑｕｅｔ？

ＫＵＤＡＹＵ　Ｐｏｕｒ　ｔｈｅ１１ｑｕｏｒ　ａｎｄ　Ｉ ’１１ｄｒ１ｎｋ

ＹＵＲＡＮＯＳＵＫＥ　Ｄｒｍｋ　ｕｐ　ａｎｄ　Ｉ ’ｌ１ｐｏｕｒ

ＫＵＤＡＹＵ　Ｈａｖｅ　ａ　ｆｕ１１ｃｕｐ　Ｈｅｒｅ，Ｉ’１１９１ｖｅ　ｙｏｕ　ｓｏｍｅｔｈｍｇ　ｔｏ　ｅａｔ　ｗ１ｔｈ １ｔ

ＮＡＲＲＡＴＯＲ　Ｈｅ　ｐ１ｃｋｓ　ｕｐ　ｍ　ｈ１ｓ　ｃ ｈｏｐｓｔ１ｃｋｓ　ａ　ｐ１ｅｃｅ　ｏｆ　ｏｃｔｏｐｕｓ　ｔｈａｔ　ｈａｐｐｅｎｓ　ｔｏ　ｂｅ

　ｎｅａｒ　ｈｍ　ａｎｄ．ｈｏ１ｄｓ１ｔ　ｏｕｔ　ｔｏ　Ｙｕｒａｎｏｓｕｋ
ｅ

ＹＵＲＡＮＯＳＵＫＥＰｕｔｔｍｏｕｔｍｈａｎｄＩａｃｃｅｔａｎｏｃｔｏｕｓｆｏｏｔ　Ｔｈａｎｋｙｏｕ

（Ｐ．１１２ －１１３）

　　（仏訳５）

一Ａ　ｖｒａ１
ｄ．

１ｒｅ，ｍ０１ Ｋｕｄ．ａｙｉ，ｑｕａｎｄ　ｊｅ　ｐｅｎｓｅ　ａｕ　ｔｅｍｐｓ　ｐａｓｓｅ ，ｊ
’６ｔａ１ｓ　ｂ

１ｅｎ　ａｕｓｓ１

　ｄｕ　ｒｅｎａｒｄ　ｄｅ　Ｓｈｍｏｔａ，ａ１ｏｒｓ　ｂａｓ１ｅｓ　ｍａｓｑｕｅｓ　ｅｔ　ｂｕｖｏｎｓ，Ａ１１ｏｎｓ，Ｍａｉｔｒｅ　Ｙ
ｕｒａ，ａｐｒｅｓ

　ｔｏｕｔ　ｃｅ　ｔｅｍｐｓ　ｕｎｅ　ｃｏｕｐｅ一

　　一Ｅｔ　ｐｕ１ｓ　ｕｎｅ　ｐｏｕｒ　ｖｏｕｓ，ｃｏｍｍｅ１１ｅｓｔ　ｄｅ　ｒｅｇ１ｅ　ｃｈｅｚ１ｅｓ　ｂｏｕｒｇｅ０１ｓ？

　　一Ｖｅｒｓｅｚ
，ｅｔ　ｊｅ　ｂｏｉｓ！

　　一Ｂｕｖｅｚ
，ｅｔ　ｊｅ　ｖｅｒｓｅ！

　　一Ｅｔ主ｒａｓ－ｂｏｒｄ　ｐｏｕｒ　ｖｏｕｓ－Ｅｔ　ｖ０１ｃ１ｐｏｕｒ１’ａｃｃｏｍｐａｇｎｅｒ，

　　 Ｃｅ　ｄ１ｓａｎｔ，１１ｓａ１ｓ１ｔ　ｄｅ　ｓｅｓ　ｂａｇｕｅｔｔｅｓ　ｄｕ　ｐｏｕ１ｐｅ　ｑｕｌ　ｓｅ　ｔｒｏｕｖｅ　ｐｒ６ｐａｒ６１主ｅｔ１ｅ　ｔｅｎｄ
．ａ

　Ｙｕｒａｎｏｓｕｋ６　 ｕ１ａｖａｎｃｅ１ａ　ｍａｍ

　　一 ｍ…１一 　（Ｐ１７６）

　「信太の狐」は，日本の故事伝説を踏まえた台詞である 。和泉の国（大阪府の南部）信太の森に
　　　　　　　　　あべのやすな　　　　　　　　　　　　　　あべのせいめい

住んでいた白狐が安倍保名と契って陰陽師安倍晴明を生んだと伝えられ，葛の葉伝説としても知
　　　　１６）　　　　　　　　　　　　　　　　　　あしやどうまんおおうちかがみ

られている 。竹田出雲はこれを『芦屋道満大内鑑』という人形浄瑠璃に仕組んでいる 。

　しかしながら ，九太夫がここで言ったのは，伝説の狐そのものではなく ，単に回蘭着者の謂であ

った。キーンはその意を汲んで，ａｆｒａｕｄと訳した。まさしく「詐欺師」である 。ところが，シ

フェールの方は，原文を尊重しｄｅ１’ｅｓｐさｃｅ　ｄｕ　ｒｅｎａｒｄ　ｄｅ　Ｓｈｉｎｏｔａ とした。「信太の狐の同類」と

いうつもりであろう 。特に注も付けていないから ，フランスの読者に「信太」の意味がじゅうぶ

んに伝わるはずはないが，それでもあえてシフェールが直訳調で残したのはなぜか。西洋におい

て， 古くはイソッ プの寓話に始まり ，中世の『狐物語』を経て，近世のラ ・フォンテーヌの寓話

に至るまで，狐は相手を欺くずるい動物としてあらわれる 。アト ・ド ・フリースが狐のもつ象徴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
的イメージとして最初に挙げるのも ，ｒずるさ」とｒへつらい」である 。シフェールは欧米人が

狐に懐くこうした先入イメージに期待したのではなかろうか 。

　ｒ信太の狐」は狐のイメージで何とか救われたが，一般的には日本の故事伝説に関わる事柄を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７７）



　２８　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

そのまま直訳調に訳しても ，欧米の人々にはまず伝わらない，と考てよいだろう 。たとえば，九

太夫が駕籠に乗る振りをして実際には庭の飛び石を乗せておく場面で，伴内が驚いて発する台詞 ，

「コリャとふじゃ 。九太夫は松浦さよ姫をやられた」（ｐ３４４）というところ 。『万葉集』や『曽我

物語』に出ている肥前松浦の佐用姫伝説では，遠地へ赴く夫の船をいつまでも見送った妻佐用姫
　　　　　　　　　　　　１８）
が， ついに石に化したという 。伴内はこの故事を引いてしゃれたわけである 。この台詞の翻訳を

示そう 。

（英訳）Ｇｏｏｄ　ｈｅａｖｅｎｓ－ＫｕｄａｙＯ　ｈａｓ　ｔｕｍｅｄ　ｍｔｏ　ａ　ｓｔｏｎｅ，１１ｋｅ　Ｌａｄｙ　Ｓａｙｏ　ｏｆ　Ｍａｔｓｕｕｒａ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ｐ．１１４）

　英訳では，まずｒ石になった」と言い，そのあとｒさよ姫のように」を付け加え，さらに脚注

で佐用姫伝説を簡単に説明している 。英米の読者ないし観客にとって，親切な翻訳と言える 。

（仏訳）Ｈ６，ｑｕ
’ｅｓ←ｃｅ　ｑｕｅ　ｃｅ１ａ？ＫｕｄａｙＯ　ａｕｒａｌ←１ｌ　ｓｕｂ１１ｅ　ｓｏｒｔ　ｄｅ　ｄｅｍｏ１ｓｅ１１ｅ　Ｓａｙｏ　ｄ

ｅ

　Ｍａｔｓｕｕｒａ［ｑｕ１ｔａｎｔ　ａｔｔｅｎｄ１ｔ　ｑｕ’ｅｌ１ｅ　ｆｕｔ　ｃｈａｎｇ６ｅ　ｅｎ　ｐ１ｅｒｒｅ１？　　（ｐ１７７）

　仏訳では，さすがにここは，今までの直訳調ではフランスの読者に受け入れられないと見たの

か， 「九太夫もさよ姫の運命をたどったのか」のあと ，そのｒさよ姫」にかかる関係代名詞節

「待ちくたびれて石になった」を括弧に入れて付け足した。注をいっさい付けない方針に則 った

苦肉の策ではあろうが，台詞としてはいやに説明的で，スマートさに欠ける 。やはり ，ここは脚

注で処理してほしか った 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１９）　もっとも歌舞伎の世界でも ，この箇所には入れことがある 。『名作歌舞伎全集』を見ると ，「コ

リャどうじゃ 。九太夫どのが石になられた。ハ ・ア ，さては松浦佐用姫をやられたな。」とあっ

て， そのあと「九太が石か，石が九太か，コリャ石九太むくいと見ゆる 。」と続く 。そこまでは
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
やらなくても ，こんにち多くの伴内役者は，１９９５年（平成７年）の歌舞伎座において坂東吉弥が

見せたように，「あっ ，九太夫殿が石になられた。松浦さよ姫をやられたな」と言っているはず

である 。日本の観客を前にして，同じ意味のことを二回くり返すような台詞を吐いては，折角の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
機知が嫌みになる 。１９６１年（昭和３６年）の歌舞伎座における市川升蔵のように，「コリャどうじゃ 。

九太夫殿は松浦さよ姫となられたな。」だけでとどめておくべきではなかろうか。現代の観客に

もわかるようにという親切心は，かえって言葉の力をそぐような気がする 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いただく　後半，由良之助が九太夫の差し出す蛤を受け取りながら吐く台詞，「手を出して。足を戴蛤
肴」。 ここには言うまでもなく酒落がある 。自分の手と蛤の足とを交換するようなおかしさであ

る。（仏訳５）は「由良之助は手を伸ばし『この蛤の足を戴こう』」とした。手を伸ばすところま

では，地の文の扱いである 。引用記号のない浄瑠璃本は，たしかに地の文と台詞の部分を区別し

にくい時がある 。しかし，ここに酒落があることに気付いておれば，シフェールも誤訳は避けら

れたろう 。

（５７８）



『仮名手本、忠

、臣蔵』七段目の翻訳をめぐっ て（山本） ２９

８． 数字をめぐって

終幕近く ， 九太夫を組み伏せて，由良之助がはじめて本心を明らかにする 。

　　（原典６）

　　壷登
にも

う重
にも 。御切腹の折からを思ひ出しては無念の涙

。云巌宍暁を綾ぼりしぞや
。

　　わ　　　こよひ　　　　　たいや　　　　　　　　　　　　　　　　じやう　　い　　　　　　　つ ・しみ　　　　　かさぬ

取分け今宵は殿の逮夜。口にもろもろの不浄を言ふても 。慎に慎を重る由良助に。よ
　　ぎよにく　　　　　　　　　　　　　　　いや　　　い　　　　　　おふ　　　い　　　　　　　　　　くる　　　　　　　　　　さうおん　　　　　　　　たいや

う魚肉をつき付たなア。否と言はれず応と言はれぬ胸の苦しさ 。三代相
、寄、のお主の逮夜に 。

のど　　　　　　　　　　　　　　　　　やう　　あら　　　　　　　　　　たい　　　　　　　のうらん　　　　　　　　　　ほね　　　　くたく　　やう

咽を通した其時の心どの様に有ふと
、思、ふ。五躰も一度に悩乱し。四十四の骨々も砕る様

　　あつ

に有たはやい。　　（ｐ．３４ｇ）

　　（英訳６）

ＹＵＲＡＮＯＳＵＫＥ　Ａｓ　ｓｏｏｎ　ａｓ　ｗｅ　ｗａｋｅ　ｕｐ　ｍ　ｔｈ
ｅ　ｍｏｍｍｇ

，ｔｈｅｎ　ａ１１ｔｈｒｏｕｇｈ　ｔｈｅ　ｄ
．ａｙ

，

　　ｗｅ　ｔｈｍｋ　ａｂｏｕｔ　ｈｏｗ　ｈｅ　ｃｏｍｍ１ｔｔｅｄ
－３砂伽加

，ａｎｄ　ｔｈｅ　ｒｅｍｅｍｂｒａｎｃｅｓ　ａｒｏｕｓｅ　ｔｅａｒｓ　ｏｆ

１ｍｐｏｔｅｎｔ　ｒａｇｅ　Ｗｅ　ｈａｖｅ　ｒａｃｋｅｄ　ｏｕｒｓｅ１ｖｅｓ　ｗ１ｔｈ　ｐａｍ，ｍｍｄ　ａｎｄ　ｂｏｄ　Ｔｏｎ１ｇｈｔ　ｅｓｐｅ
－

　　ｃ１ａ１１ｙ，ｔｈｅ　ｎ１ｇｈｔ　ｂｅｆｏｒｅ　ｏｕｒ　ｍａｓｔｅｒ’ｓ　ａｍ１ｖｅｒｓａｒｙ，Ｉ　ｓｐｏｋｅ　ｖｌｌｅ　ｗｏｒｄｓ　ｏｆ　ｅｖｅｒｙ　ｓｏｒｔ
，

　　ｂｕｔ　ｍ　ｍｙ　ｈｅａｒｔ　Ｉ　ｗａｓ　ｐｒａｃｔ１ｃｍｇ　ｔｈｅ　ｍｏｓｔ　ｐｒｏｆｏｕｎｄ　ａｂｓｔｅｎｔ１ｏｎ　Ｈｏｗ　ｄａｒｅｄ　ｙｏｕ

ｔｈｒｕｓｔ丘ｓｈ　ｂｅｆｏｒｅ　ｍｙ　ｆａｃｅ？Ｗｈａｔ　ａｎｇｕ１ｓｈ　Ｉ　ｆｅ１ｔ　ｍ　ｍｙ　ｈｅａｒｔ，ｎｏｔ　ｂｅｍｇ　ａｂ１ｅ　ｔｏ

　　ａｃｃｅｐｔ　ｏｒ　ｒｅｆｕｓｅ　Ａｎｄ－ｈｏｗ　ｄｏ　ｙｏｕ　ｔｈｍｋ　Ｉ　ｆｅ１ｔ　ｏｎ　ｔｈｅ　ｍｇｈｔ　ｂｅｆｏｒｅ　ｔｈ
ｅ　ａｎｎ１ｖｅｒｓａｒｙ

　　ｏｆ　ａ　ｍａｓｔｅｒ　ｗｈｏｓｅ　ｆａｍ１１ｙ　ｍｙ　ｆａｍ１１ｙ　ｈａｓ　ｓｅｒｖｅｄ　ｆｏｒ　ｔｈｒｅｅ　ｇｅｎｅｒａｔ１ｏｎｓ，ｗｈｅｎ　ｔｈｅ丘ｓｈ

　　ｐａｓｓｅｄ　ｍｙ　ｔｈｒｏａｔ？ ｓｅｅｍｅｄ　ｔｏ　ｃｒｕｍｂ１ｅ　ｔｏ　ｐ１ｅｃｅｓ　ａ１１ａｔ　ｏｎｃｅ，ａｎｄ

　　池ｆｅ１ｔ　ａｓ　ｔｈｏｕｇｈ　ｔｈｅｙ　ｗｅｒｅ　ｂ
ｒｅａｋｍｇ　　　　（ｐ１２３）

（仏訳６）

　　Ｄさｓ１ｅ　ｒ６ｖｅｉ１ｅｔ　ｔｏｕｔ１ｅ１ｏｎｇ　ｄｕ　ｊｏｕｒ，ａｕ　ｓｏｕｖｅｎｉｒ　ｄｅ　ｓｏｎ３砂ク〃 〃，
ｄ．

ｅ　
ｄ６ｐｉｔ　ｎｏｕｓ

ｖｅｒｓｏｎｓ　ｄｅｓ１ａｒｍｅｓ，１ｅｓ　ｃｍ　 ｖ１ｓｃｅｒｅｓ　ｅｔ１ｅｓ　ｓ１ｘ　ｅｎｔｒａ１１１ｅｓ　ｎｏｕｅｓ，Ｅｔ　ｃｅ　ｓ０１ｒ　ｔｏｕｔ

ｐａｒｔ１ｃｕ１１ｅｒｅｍｅｎｔ，ｖｅ１１１ｅ　ｄｅ１’ａｍ１ｖｅｒｓａ１ｒｅ　ｄｅ　ｓａ　ｍｏｒｔ，ｍｅｍｅ　ｑｕａｎｄ．ｍａ　ｂｏｕｃｈｅ　ｐｒｏ
－

ｆｅｒａ１ｔ１ｅｓ　ｐａｒｏ１ｅｓ１ｅｓ　ｐ１ｕｓ　ａｂｊｅｃｔｅｓ，ｅｎ　ｍｏｎ　ｃｃｅｕｒ』ｅ　ｍｕ１ｔ１ｐ１１ａ１ｓ１ｅｓ　ｒｅｓｔｒ１ｃｔ１ｏｎｓ，ｅｔ　ｃ
’ｅｓｔ

ａ１ｏｒｓ　ｑｕｅ　ｔｕ　ａｓ　ｏｓｅ　ｍｅ　ｐｒｏｐｏｓｅｒ，ａ　ｍ０１ Ｙｕｒａｎｏｓｕｋ ｅ， ｄｅ１ａ　ｃｈａ１ｒ（１ｅ　ｐ０１ｓｓｏｎ，Ｄｅ　ｎｅ

ｐｏｕｖｏｉｒｒｅｆｕｓｅｒｅｔｎｅｐｏｕｖｏｉｒａｃｃｅｐｔｅｒ，ｊ ’６ｔａｉｓ 主１ａｔｏｒｔｕｒｅ！Ａｌａｖｅｉ１１ｅｄｅ１ ’ａｎ
－

ｎ１ｖｅｒｓａ１ｒｅ　ｄ ’ｕｎ　ｓｅ１ｇｎｅｕｒ　ｄｅ１ａ　ｍａ１ｓｏｎ　ｄｅ　ｑｕ１ｔｒ０１ｓ　ｇ６ｎｅｒａｔ１ｏｎｓ　ｄｅｓ　ｍ１ｅｎｓ　ａｖａ１ｅｎｔ　ｒｅｇｕ

１ｅｓ　ｆａｖｅｕｒｓ，ｑｕｅ　ｃｒｏｙａ１ｓ
－ｔｕ　ｑｕｅ　ｒｅｓｓｅｎｔａ１ｔ　ｍｏｎ　ｃｃｅｕｒ　ｑｕａｎｄ　ｃｅｔｔｅ　ｎｏｕｒｒｌｔｕｒｅ　ｐａｓｓａ１ｔ　ｍａ

ｇｏｒｇｅ？　Ｊ’ａ１ｃｒｕ　ｑｕｅ１ｅｓ　ｃｍ　　ａｒｔ１ｅｓ　ｄｅ　ｍｏｎ　ｃｏｒ　ｓ　ａ１１ａ１ｅｎｔ　ｓｅ　ｄ１ｓｌｏｑｕｅｒ　ｅｔ　ｍｅｓ

姐・・
ｂ・１…， 　（Ｐ１８６）

この箇所には ， 身体に関わり数字を伴う漢方医学的な表現がつきつぎに現れる 。まずは「五臓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５７９）



　３０　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

六腋」。 肺・ 心・ 脾・ 肝・ 腎の五臓と大腸 ・小腸 ・胆 ・胃 ・三焦 ・膀胱の六腋をまとめて，「腹の

中すべて」の意味でよく使われる表現である 。英訳はこれをｒ心と体」ｍｍｄ　ａｎｄ　ｂｏｄｙとした
。

意を汲んだわかりやすい訳である 。ところが仏訳は数にこだわっ て， １ｅＳ　Ｃｉｎｑ　ＶｉＳＣさｒｅＳ　ｅｔ１ｅＳ　ＳｉＸ

ｅｎｔｒａ１１１ｅｓ とした。ｒ内臓」を表す同意語に文字通り５と６の数字を振り分けたわけである 。

　「五躰」の扱いにも ，両者の違いが出た。英訳はここも意を汲んで，「全身」ｍｙ　ｗｈｏｌｅ　ｂｏｄｙ

としたが，仏訳は数を生かしてｒ私の体の五つの部分」１ｅｓ　ｃｍｑ　ｐａｒｔ１ｅｓ　ｄｅ　ｍｏｎ　ｃｏｒｐｓ と訳した 。

　さらに両者の違いが際立つのはｒ四十四の骨々」だ。漢方では人体に４４の骨があるという 。し

たがって，「全身の骨すべて」の意味で使っているわけだ。英訳は単純に「私の骨々」ｍｙ　ｂｏｎｅｓ

ですましたが，仏訳はここも文字通りに４４（ｑｕ…ｎｔ・ｑｕ・肚・）の数を忠実に訳出した
。

　こう見てくると ，両者の訳の違いは，英語とフランス語の性格の違いではなく ，翻訳者の性格

の， いや，翻訳者の翻訳に対する姿勢の違いに起因するのではないかと考えられる 。キーンはあ

くまで芝居の台本としての訳を心がけた。そのままアメリカの舞台にも載せられるように，耳で

聞いただけでもわかるような，わかりやすい訳を目指している 。

　シフェールの方は，舞台での上演なぞほとんど眼中になく ，読み物として出来る限り原典に近

づけるような工夫をした。その徹底ぶりは，たとえば原典にあるおびただしい数の間投詞の処理

にあたり ，キーンがその多くを訳出していないのに対し，シフェールはことごとく訳出している
　　　　　さて
ばかりか，「扱々々」（ｐ３３８）ならＥｈ　ｂ１ｅｎ　ｅｈ　ｂ

１ｅｎ，ｅ
ｈ　ｂ１ｅｎ（ｐ１７１）と几帳面に３回くり返す

ほどである 。ｒ南無三宝」（Ｐ．３３９）も ，キーンのＧｏｏｄ　ｈｅａｖｅｎｓ！（Ｐ．１０７）に比べ，シフェールの

ｒ三つの宝にかけて！」Ｐａｒ１ｅｓ　Ｔｒｏｉｓ　Ｔｒ６ｓｏｒｓ！（Ｐ．１７２）の律儀さはどうだろう
。

　こう見てくると ，シフェールは融通のきかぬ堅物のようにも思える 。しかし，あらためて（原

典６）を読み返すと ，ここには明らかに数字の遊びがある 。その遊びを忠実に翻訳しようとした

のは，シフェール自身の遊びごころではなかったろうか 。

９． 結びにかえて

　七段目の原典を英訳 ・仏訳と対比する過程で，歌舞伎台本や文楽 ・歌舞伎の上演録画を参照し

ているうちに，いくつか気になる問題が残った。本論のテーマからそれるところもあるが，話題

提供のつもりで記しておく 。

　まず第１。 由良之助登場直後，苦り切 った表情の三人侍を見て遊女たちが言う 。「ふしくた様

なお侍様方。お連様かいな。さあれば，お三人共恐い顔して」（ｐ３３９）。「ふし」は五倍子または

付子と書き ，ヌルテの葉蚤にできた虫こぶ。タンニンを含み，渋みが強い。三人侍はそれを食 っ

たような顔をしている ，というわけだ。英訳は例によって意を汲んで「渋い顔の侍」ｓｏｕｒ－１ｏｏｋ
－

ｍｇ　ｓａ皿ｕｒａ１（Ｐ１０７）とし ，仏訳はこれも例によって正確にｒ五倍子を噛んだような顔の侍」ｃｅｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２２）
ｍｅｓｓ１ｅｕｒｓ５舳伽伽ｑｕ１ｏｎｔｌ ’ａ１ｒ ｄ’ａｖ０１ｒｃｒｏｑｕ６ｄｅ１ａｎ０１ｘｄｅｇａ１ｅ（ｐ１７２）と訳している 。とこ

　　　　　　　　　　　　　こわ　しし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２３）

ろが，歌舞伎はここを「お ・怖，猪喰ったようなお侍じゃわいなア」と変えている 。いくらきま

じめな侍でも ，ぼたん鍋を食って怖い顔になるとはどうしても思えないのだが…

　第２ 。置き忘れた刀を取りに戻 ってくる時の由良之助の台詞。「アアそれそれそれ。こちらの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８０）
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三味線踏み折るまいぞ。」（ｐ．３４４）。 これはいったい誰に向かって言っている台詞だろうか。舞台

上演を見ると ，文楽でも歌舞伎でもここはとうぜんのことのように，由良之助が舞台奥の座敷に

いるらしい人物たちに向けて言っている 。ところが，英訳では酔って足下がふらつく自分自身に

言っているのだ。Ｏｈ，Ｉ　ｍｕｓｔ　ｂｅ　ｃａｒｅｆｕ１ｎｏｔ　ｔｏ　ｓｔｅｐ　ｏｎ　ｔｈａｔ　ｓａｍ１ｓｅｎ　ａｎｄ　ｂｒｅａｋ １ｔ（ｐ１１５）仏訳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
もまったく同じ解釈をしている 。Ｏｈ，１主，１主，１主！Ｆ・ｕｔ　ｐ・・ ｑｕ・ｊ・・・・・・…　ん舳ど舳・ｎ　ｍ・・

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）ｃｈａｎｔ　ｄｅｓｓｕｓ一（ｐ１７７）ティキンスの古い翻訳がすでにその解釈をしており ，両翻訳者にその影
　　　　　　　　　　２６）
響があるのかもしれない。が，それはそれとして，日本の研究者は，上記の解釈を受け入れるこ

とができるのかどうか，あるいはもともとこういう解釈もあったのかどうか，知りたいところで

ある 。

　第３ 。おかるが梯子をおりてくるとき ，由良之助が「逆縁ながら」（ｐ．３４５）と言 って手を貸す

ところ 。逆縁というのは，もとは仏教用語で，仏法に反する行為が逆に仏門に入る因縁となるこ

とを指すが，ここでは由良之助がｒ松玉様」だのｒ洞庭の秋の月様」だのと ，きわどい冗談を連

発した続きとして，背後から抱きしめて，「バックから攻めますぞ」と性的冗談の仕上げをした

わけである 。文楽では，客席に尻を向けこわごわおりてくるおかるをじつに色っぽく見せ，それ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
が同時に，由良之助がおかるを背後から抱き留めなければならない物理的状況も作り出している 。

英訳はＩ ’ｌ１ｔａｋｅ　ｙｏｕ　ｆｒｏｍ　ｂｅｈｍｄ（ｐ１１７），仏訳はＥｘｃｕｓｅ
－ｍｏ１ｓ１ｊｅ　ｔｅ　ｐｒｅｎｄｓ　ａ　ｒｅｂｏｕｒｓ　一（ｐ

１８１）で，冗談が伝わるかどうかはともかく ，物理的な説明はできている 。納得がゆかぬのは歌

舞伎の演技である 。まず，おかるは体の前面を客席に向け，梯子を背にしておりてくる 。「この

梯子は勝手が違うて，怖いわいなア」などと言うが，この姿勢では怖いのは当たり前。由良之助

は梯子の側面に立 って，ほとんど何もせずに，あるいは多少手を差しのべるか肩を貸すふりをし
２８）

て， ｒ逆縁ながら」と言うが，抱き下ろすしぐさはまったくない。客が遊女に手を貸すことを ，

逆縁と考えているのであろうか。戸板康二は「むかしは由良助がおかるをおろすところでは，き

　　　　　　　　　　　　　　　　ざがしら　　たておやま
わどい抱擁の姿態を見せたという 。座頭と立女形との関係において，そんなことが，観客への
　　　　　　　　　　　　２９）
サービスでもあったのだろう 。」と書いているが，それはテクスト理解とはまったく別次元の話

である 。

　最後に第４の問題。由良之助がおかるに唐突に「古いが惚れた 。」（ｐ．３４５）と言 って身請けの

話を持ち出すところ 。キーンはここを ，Ｉ　 ｋｎｏｗ１ｔ’ｓ　ａｎ　ｏ１ｄ 　ｓｔｏｒｙ，Ｏｋａｒｕ，ｂｕｔ　Ｉ ’ｖｅ　 ｆａ１１ｅｎ　 ｆｏｒ

ｙｏｕ
．（Ｐ．１１７）とした 。ａｎ　ｏ１ｄ　ｓｔｏｒｙというのはｒ昔からよくある話」の意味であろうか，それと

も「ずっと以前から」の意味であろうか。シフェールの解釈の方はもっと明確である 。Ｃａ　ｆａｉｔ

ｕｎ　ｂａｉ１ｑｕｅ　ｊ ’ｅｎ　ｐｉｎｃｅ　ｐｏｕｒ　ｔｏｉ．（Ｐ．１８１）ｒず っと以前からおまえに惚れていた」。 しかし，この

解釈はおかしい。なぜなら ，おかるは由良之助とは「この間から ，二三度酒の相手をしただけ」

のつきあいでしかないからだ。藤野義雄は自説「言ふるされた月並の言葉ながら ，お前にほれ

た」を示したあと ，樋口慶千代の解釈「ほれるなどとは若い時のこと ，この年では古いが」を紹
　　　　３０）
介している 。自国の学者の問でも解釈の分かれるような簡潔すぎる文章が，外国人にとっ てはい

ちばん難物なのかもしれない 。

　『仮名手本忠臣蔵』の翻訳を通して，日本語と英語の，あるいは日本語とフランス語の違い ，

さらには英語とフランス語の違いが浮かひ上がるかと思って出発した本論は，必ずしも期待通り

の成果を得ることができなか った。古典文学作品の翻訳は，日常会話や新聞記事の翻訳とは違 っ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８１）



　３２　　　　　　　　　　　　　　　立命館経済学（第５０巻 ・第５号）

て， 翻訳者の解釈や美意識や立場の違いが複雑に絡まって，一般論ですますことが困難であるこ

とがわか った。われわれは英訳と仏訳の違いを見るつもりが，結果的にはキーンとシフェールの ，

原作に対するスタンスの取り方の違いを見ていたわけである 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注

　Ｃ〃刎５ん閉ｇ肌ｏｏブ 〃６ Ｌｏツ〃Ｌ６０ｇ〃６
，ｔｒａｎｓ１ａｔｅｄｂｙＦｒｅｄｅｒ１ｃ

ｋＶＤ１ｃｋｍｓ，ＮｅｗＹｏｒ
ｋ，

ＧＰＰｕｔ

ｎａｍ
’ｓ　Ｓｏｎｓ，１８７６

，ｐ
．８５

　最近の言語学では，「待遇表現」の名の下に，話し手と聞き手との社会的　心理的距離が言語にと

うあらわれるかを研究する傾向が強く ，敬語研究もその中に包含される 。（ｃｆ．井出祥子「待遇表現と

男女差の比較」『日英語比較講座』第５巻，大修館書店，１９８２
，ｐ

．１０７－１５０）

　日英語の待遇表現に関しては，以下の文献が特に参考になった 。

　『岩波講座日本語４敬語』岩波書店，１９７７年
。

　國廣哲彌編集『日英語比較講座　第５巻　文化と杜会』大修館，１９８２年
。

　大杉邦三『英語の敬意表現』大修館書店，１９８２年
。

　丘Ｖｅ がの誤り 。

　『故事 ・俗信ことわざ大辞典』小学館，昭和５７年，ｐ
．９００

　『故事 ・俗信ことわざ大辞典』小学館，昭和５７年，ｐ
．８７７

　乙葉弘校任『浄瑠璃集』上（日本古典文学大系，第５１巻）岩波書店，昭和３５年，Ｐ３４１

　藤野義雄『仮名手本忠臣蔵　解釈と研究』中，桜楓社，昭和５０年，ｐ
．５１１

　服部幸雄編著『仮名手本志臣蔵』（歌舞伎オン ・ステージ　 ８， 白水社，１９９４，ｐ．１９４）は，ここに

「明かり障子」も掛けてあることを示唆している 。

　藤野義雄『仮名手本忠臣蔵　解釈と研究』中，ｐ
．５１８

　Ｃ肋曲閉ｇ〃閉（丁加丁閉ｏ〃びげＬｏツ〃Ｒ３切７〃６グ５） ，Ｔｒａｎｓ１ａｔｅｄ　ｂｙ　Ｄｏｎａ１ｄ　Ｋｅｅｎｅ，Ｃｏｌｕｍｂ １ａ

Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ　Ｐｒｅｓｓ，Ｎｅｗ　Ｙｏｒ
ｋ， １９７１

，ｐ
．１１０

　アンドルー・ チャン『＜和英〉擬態語 ・擬音語分類用法辞典』大修館書店，１９９０年
，ｐ

．ｉｉｉ

　『漫画で楽しむ英語擬音語辞典』（『リーダーズ英和辞典』編集部編，松田徳一郎監修）研究社 ，

１９８５年
。

　尾野秀　編著『日英擬音　擬態語活用辞典』北星堂書店，１９８４年
。

　『翻訳仏文法』下，第５章「感覚表現Ｉ」第６章「感覚表現１」（日本翻訳家養成センター １９８７）

参照 。

　べつく　さだのり

　別宮貞徳『英文の翻訳』（大修館書店，１９８３
，ｐ．１５８）など

。

　『日本伝奇伝説大事剣角川書店，昭和６１年，ｐ
．４４５

　アト ・ド ・フリース『イメージ ・シンボル事典』山下主一郎他訳，大修館書店，１９８４年
，ｐ

．２６４

　佐用姫伝説の初見は『万葉集』巻五。ただし，「望夫石」の初見は『曽我物語』（『日本伝奇伝説大

事則角川書店，昭和６１年，ｐ
．８３０－８３１）。

　『名作歌舞伎全集』第２巻，東京創元社，１９６８年
，ｐ

．８５

　１９９５年４月２６日 ，ＮＨＫ　ＢＳ放送分 。

　１９６１年１２月１４日 ，ＮＨＫテレビ放送分（１９９８年４月２４日再放送）。

　ｇａ１１ｅの誤り
。

　『名作歌舞伎全集』第２巻，東京創元社，１９６８年
，ｐ

．７９

　Ｃｅのミスプリント 。

　《“Ａｈ，ｗｈａｔ１ｓ　ｔｈｌｓ

，’’

ｈｅ　ｍｕｔｔｅｒｅｄ，ａｓ　ｈｅ　ｌｅｆｔ　ｔｈｅ　ｒｏｏｍ，“ａ　ｓａｍ１ｓｅｎ？Ｉ　ｓｕｐｐｏｓｅ　Ｉ　ｍｕｓｔ　ｔａｋｅ　ｃａｒｅ

ｎｏｔ　ｔｏ血ｅａｄ　ｕｐｏｎ１ｔ　ａｎｄ　ｂ
ｒｅａ

ｋ　ｌｔ”》　（Ｃ〃郷〃
〃ｇ〃閉ｏブ 挑６ Ｌｏツ〃Ｌ６”ｇ肌

，ｔｒａｎｓ１ａｔｅｄ　ｂｙ　Ｆ
ｒｅ

ｄｅｒ１ｃｋ

Ｖ　Ｄ１ｃｋｍｓ　Ｎｅｗ　Ｙｏｒ
ｋ， Ｇ　Ｐ　Ｐｕｔｎａｍ’ｓ　Ｓｏｎｓ，１８７６，ｐ９２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（５８２）
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２６）キーンもシフェールもディキンスについては一度も言及していない 。

２７）１９９４年（平成６年），国立文楽劇場，竹本住大夫（由良之助），豊竹嶋大夫（おかる），人形は吉田

　玉男（由良之助），吉田簑助（おかる），１９９５年４月２６日 ，ＮＨＫ　ＢＳ放送分／２０００年（平成１２年）９

　月 ，東京国立劇場，竹本綱大夫（由良之助），豊竹嶋大夫（おかる），人形は吉田玉男（由良之助） ，

　吉田簑助（おかる），２０００年１２月１４日 ，ＮＨＫ　ＢＳ放送分 。

２８）１９６１年（昭和３６年）歌舞伎座，十一世市川団十郎（由良之助），中村歌右衛門（おかる），１９６１年１２

　月１４日 ，ＮＨＫテレビ放送分（１９９８年４月２４日再放送）／１９９５年（平成７年），歌舞伎座，九世松本

　幸四郎（由良之助），大谷雀右衛門（おかる）１９９５年４月２６日 ，ＮＨＫ　ＢＳ放送分
。

２９）『名作歌舞伎全集』第２巻，東京創元杜，１９６８年
，ｐ

．１７

３０）藤野義雄『仮名手本忠臣蔵　解釈と研究』中，ｐ
．５４７

（５８３）
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